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地域整備課長 三 浦   光 君  会計管理者  鎌 田 光 一 君 

学校教育課長 斎 藤 雅 彦 君  社会教育課長 千 葉   昭 君 

事務局出席職員氏名 

 事務局長 遠藤龍太郎  次長 齋藤由美子  主事 上野亮太 

議事日程第１号 

  平成３０年６月５日（火曜日） 午前１０時開会 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定 

 日程第３  議長の諸般の報告 
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 日程第４  委員会報告 

 日程第５  町長の行政報告 

 日程第６  一般質問〔４人 １０件〕 

 日程第７  陳情第６号 日本政府へ「核兵器禁止条約の批准を求める意見 

             書」提出に関する陳情書 

 日程第８  委発第２号 核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書（案） 

本日の会議に付した案件 

 日程第１  会議録署名議員の指名 

 日程第２  会期の決定 

 日程第３  議長の諸般の報告 

 日程第４  委員会報告 

 日程第５  町長の行政報告 

 日程第６  一般質問〔４人 １０件〕 

 日程第７  陳情第６号 日本政府へ「核兵器禁止条約の批准を求める意見 

             書」提出に関する陳情書 

 日程第８  委発第２号 核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書（案） 

午 前  １０時００分  開 会 

議長（石川良彦君） 皆さん、おはようございます。 

    ただいまの出席議員は全員であります。定足数に達しておりますので、

これより平成30年第２回大郷町議会定例会を開会いたします。 

    直ちに本日の会議を開きます。 

    本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりであります。 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

議長（石川良彦君） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。会議録署

名議員は会議規則第110条の規定により、４番熱海文義議員及び５番石

川壽和議員を指名いたします。 

日程第２ 会期の決定 

議長（石川良彦君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

    お諮りします。本定例会の会期は、本日から６月８日までの４日間と

したいと思います。これに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 
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議長（石川良彦君） 異議なしと認めます。よって、会期は本日から６月８日

までの４日間と決定いたしました。 

日程第３ 議長の諸般の報告 

議長（石川良彦君） 日程第３、議長の諸般の報告を行います。 

    私から報告いたしますが、お手元に配付した報告書により報告にかえ

させていただきます。 

日程第４ 委員会報告 

議長（石川良彦君） 日程第４、委員会報告を行います。 

    各常任委員会の閉会中における所管事務調査について各委員長より報

告を求めます。まず、総務産業常任委員長 佐藤千加雄議員。 

総務産業常任委員長（佐藤千加雄君） ……（委員会報告書を朗読）……（朗

読文省略）……（報告書は末尾に掲載）……以上、報告いたします。 

議長（石川良彦君） 次に、教育民生常任委員長 和賀直義議員。 

教育民生常任委員長（和賀直義君） ……（委員会報告書を朗読）……（朗読

文省略）……（報告書は末尾に掲載）……以上、報告いたします。 

議長（石川良彦君） 以上をもって、委員会報告を終わります。 

日程第５ 町長の行政報告 

議長（石川良彦君） 次に、日程第５、町長の行政報告をいただきます。 

町長（田中 学君） 皆さん、おはようございます。 

    平成30年第２回大郷町議会定例会を招集いたしましたところ、議員の

皆様におかれましては、時節柄何かと御多用の中御出席を賜り、まこと

にありがとうございます。平成30年度がスタートして３カ月目に差しか

かっているところでございますが、おかげさまで今年度も各種事務事業

も順調に執行しておりますことは、議員の皆様を初め、町民各位の御理

解と御協力をいただき、改めてこの場をおかりして敬意と感謝を申し上

げる次第であります。 

    我が町の田園風景も日増しに緑が深くなってまいりました。これから

先、災害のない平穏な天気でありますよう、皆さんとともにお祈りを申

し上げたいと思います。 

    このたび大郷町消防団が長年地域の消防・防災活動に尽力したその功

績が認められ、消防長官より表彰旗を授与され、重ねて日本消防協会会

長より竿頭綬を賜りましたことは大変名誉なことであり、町民とともに
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お祝いを申し上げたいと思います。今月の13日には平成30年度の大郷町

消防団消防演習を挙行いたしますので、改めて全298名の団員の前で御

披露を申し上げたいと思います。 

    消防団におかれましては、災害から町民の生命と財産を守るという崇

高な使命感に基づき、なお一層消防活動に御尽力くださるようお願い申

し上げたいと思います。災害に強い安心・安全なまちづくりに向けて行

政としても日々努力してまいります。 

    さて、３月の第１回定例議会以降の行政報告を申し上げます。 

    ４月には幼稚園、小・中学校も入学、新学期を迎え、本町の次代を担

う児童・生徒の皆さんが元気に登校している姿を拝見し、大変ほほ笑ま

しく感じているところであります。子育て支援のさらなる取り組みとし

て今年度からから幼稚園、小学校、中学校における学校給食費の完全無

料化をスタートいたしました。あわせて保育園の食費についても助成措

置を行い、保護者の皆さんの経済的な負担軽減を図っているところであ

ります。 

    認定こども園については、５月22日の議会全員協議会において幼・保

連携型認定こども園移行方針について御説明を申し上げましたが、平成

32年４月の開園に向け関係機関と連携しながら推進していきたいと思い

ます。 

    また、小規模保育所ゆめの杜保育園が４月２日、町民体育館に隣接す

る町有地に開園し、16名の子供さんの受け入れを開始することができま

した。施設の開設に当たっては、町から用地の無償貸し付けを行い、ま

た、施設整備補助金を交付するなど、行政としてでき得る限りの支援、

協力を行っており、本町の保育待機児童の解消につながっているところ

でございます。 

    高齢者対策の推進については、年齢を重ねても住みなれたこの大郷町

の地域でいつまでも安心して暮らし続けていくための地域支援の仕組み

づくりについて、社会福祉協議会と連携して取り組んでいるところでご

ざいます。今後は年度内の協議体の設立を念頭に地域共生社会、「あな

たもよく、私もよく」の実現に向けた包括的支援体制を整備してまいり

ます。 

    地域振興に関しましては、４月16日、地域おこし協力隊の任命式を行

い、関東方面から応募した有能な青年２名に委嘱状を交付いたしました。

それぞれ町内の農業法人などに派遣し、地域ブランドの開発や販売開拓、

地域の情報発信などの任に当たっていただいているところでございます。 
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    定住促進高崎団地につきましては、大郷小学校の児童の選考に基づき、

愛称を「恵の丘」と決定し、いよいよ６月20日の宅地分譲開始に向けて

広報宣伝活動を行っているところであります。同じく、定住促進高崎団

地の公営住宅建設事業につきましては、計画戸数32戸のうち、今年度は

16戸の建設を予定して現在発注準備を進めているところでございます。 

    ４月17日、宮城ふるさとＣＭ大賞の制作チームに役場の若手職員を任

命いたしました。昨年は見事演技賞を受賞し、本町のＰＲビデオがテレ

ビ放映されていることから、今回も町職員の企画力を期待しているとこ

ろでございます。 

    大郷夏祭りについては、８月４日開催に向けて各団体の代表で構成す

る実行委員会と町職員で構成するプロジェクト委員会の会議を重ねてお

ります。懸念されておりました花火の打ち上げについても農業関係者の

承諾を得て実施する運びとなったところであります。ことしも町民の方

々はもとより、この祭りを楽しみに帰省する本町出身者、また近隣市町

村の方々の心に残るお祭りにしていきたいと考えているところでありま

す。 

    産業振興に関しましては、４月７日、農事組合法人「イグナルファー

ム」のミニトマト生産拠点施設の安全祈願祭が行われてございます。本

町の農業振興発展に大きく寄与するものと期待しているところでありま

す。 

    また、道の駅おおさとの活性化計画については、本年１月に井ヶ田製

茶株式会社と締結した新ブランド開発協定に基づき、現在新しい店づく

りや商品開発などについてスピード感を持って取り組んでいるところで

ございます。また、関係団体の協力のもと、女性プロジェクトチームを

立ち上げ、ファミリー層や若者、子供たちなどの顧客ニーズに反映させ

ながら10月下旬のリニューアルオープンに向けて急ピッチで準備作業を

進めているところであります。 

    町政の見える化につきましては、５月に開催した町民会議を毎月第３

月曜日に実施し、町民により開かれた行政を推進してまいります。また、

４月１日に役場組織の機構改革を行い、子供・子育て部門を保健福祉課

から町民課へ移管がえすることとしたものであります。教育委員会組織

を学校教育課と社会教育課の２課体制に強化、学校教育と社会教育のさ

らなる充実に向けて努めているところであります。 

    国・県に対する要望活動については、４月３日、宮城県仙台土木事務

所長に対し、粕川地区の県道利府松山線路線改良工事並びに味明川河川



―６―

改修の早期完成について継続要望をいたしました。 

    また、４月９日には国土交通省北上川下流河川事務所長に対し、災害

に強い河川整備事業を継続要望したところであります。 

    さて、今会議に提案いたします議案の概要を申し上げます。 

    報告関係では、平成29年度一般会計の繰越明許費繰越計算書及び事故

繰越し計算書の２件を報告いたします。 

    一般議案では、条例改正として大郷町子ども・子育て会議条例など、

計４件の一部改正について提案いたします。 

    平成30年度予算関係では、一般会計予算１件を提案申し上げてござい

ますので、詳細につきましては、後刻、担当課長より詳細に説明を申し

上げたいと思います。御審議の上、御可決賜りますようお願いを申し上

げ、行政報告といたします。ありがとうございました。 

議長（石川良彦君） 以上で、町長の行政報告を終わります。 

日程第６ 一般質問 

議長（石川良彦君） ここで念のため申し上げますが、議場にいる皆さんにお

かれましては、携帯電話等音の鳴らない設定でお願いを申し上げたい。

さらには会議中の私語は慎んでいただけますようお願いいたします。 

    それでは、日程第６、一般質問を行います。 

    質問の通告がありますので、順次発言を許します。 

    ２番大友三男議員。 

２番（大友三男君） 一般質問、通告書に従いまして一般質問をさせていただ

きたいと思います。 

    まず１番目、住民バスの現状について。 

    住民バス指定管理者として運行を委託していた民間会社で苦情が多く、

法違反を繰り返すなど、住民バスを利用しているお客様に対して不快な

思いをさせ迷惑をかけていたため、改善する目的で平成30年４月からお

おさと地域振興公社を住民バス指定管理者として運行を開始しています

が、全く改善されず、いまだに利用しているお客様から複数の苦情があ

るようです。監督指導する立場の行政としてどのような対策・指導を行

ったのか、今後どのような改善を講じるのか、町長のお考えを伺います。 

    ２番目、現在小・中学校スクールバス運行を委託している      

についてお伺いします。 

    平成24年から本町のスクールバス運行を委託している状況の中、 

は通常では考えられないような平成26年８月20日、



―７―

さらに平成28年６月20日、最近では平成30年３月22日と短期間に３回も

の法違反を繰り返すなど、全くプロ意識のないバス会社に本町の将来を

担う大事な子供たちを託すことはできないと思いますが、このようなバ

ス会社に運行を委託している行政としてどのような認識でいるのか、町

長並びに教育長にお伺いします。 

    ３番目といたしまして、町道の安全対策についてお伺いします。 

    歩道のない町道での歩行者の安全対策として、例えば丸山長崎地区、

中村交番前の町道のように路肩のラインの内側にラインを二重に引いて

通行する車両に対し歩道と同等の認識を促し、子供や高齢者の方を初め、

歩行者の事故防止、安全対策を早急に実施すべきと思いますが、行政と

してどのような安全対策を講じていくのか、町長にお伺いします。 

    以上、よろしくお願いします。 

議長（石川良彦君） まず、初めに答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ただいまの大友議員の御質問に心から御質問に対する敬

意を表したいと思います。 

    本年４月より住民バスの指定管理者としておおさと地域振興公社に事

業委託し運行してございますが、恥ずかしかな４月から５月の２カ月間

で９件の苦情が本町に寄せられてございます。町では苦情の内容を地域

振興公社に連絡し、事実を確認してございます。運行時、運行路線の特

定された場合には住民バスに設置しているドライブレコーダーにより本

町で確認してございます。事実確認後、地域振興公社に対して改善策は

どうすべきか求めて回答をいただいており、その後、再度同様の苦情が

出ないように運転手と全員が共有するように指導しているところであり

ます。今後再発防止のための社内研修や苦情処理に対する意識づけを徹

底し、安全運行を第一として快適なバス運行に努めるよう地域振興公社

へ強く指導いたしているところであります。今後は町職員等による住民

バス運行の添乗調査を行い、その結果を踏まえて対応していきたいと考

えております。 

    おかげさまでこのバス事業の目的は果たしているものの、まだまだ改

善しなければならない要件もたくさんございますので、今後時間をかけ

て指導してまいりたいというふうに思っているところであります。 

    次に、２つ目のスクールバス運行の委託について、民間会社について

の御質問でございますが、スクールバスの運行管理体制において行政処

分を複数回にわたり受けておりますことは、まことに遺憾であります。 

    本件を受けまして、運行業務委託業者に直接運行管理状況等について
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説明を求めるとともに安全な運行に努めるよう強く要請してまいりたい

と考えているところであります。 

    あわせて本件の事業所は、町内企業でもあり、町としても指導する立

場でもあり、一日も早い信頼回復に努めていただくように指導助言を厳

しくしてまいりたいというふうに考えているところであります。 

    第３の御質問でありますが、町道の安全対策についてであります。 

    歩道がない町道においては、歩行者の安全確保が最優先となってござ

います。カラー舗装による歩行帯の設置やラインを二重にするなど、歩

行者目線に立って道路整備を実施することが事故防止に努めることにな

るわけでありますので、特に道路標識や広報等の啓発活動などを通して

車両通行への安全な走行を促すなど実施に努めてまいりたいと思います。 

    おかげさまで本町もただいま死亡事故ゼロ、あと80日ぐらいで死亡事

故４年を迎える、そういう大変町民の努力が報われている状況でありま

す。役場職員も毎週水曜日に各重要交差点で街頭活動をしているところ

でございますので、議員の御心配の案件につきまして、町として努力し

てまいりたいと思います。以上でございます。 

議長（石川良彦君） 次に答弁願います。教育長。 

教育長（鹿野 毅君） お答えいたします。 

    町長が答弁しましたとおり、私といたしましてもまことに遺憾に思っ

ております。 

    スクールバス運行の安全を確保する上で各種法令を遵守した運行体制

の確立を図ることは基本的で重要なことと認識しております。今後はよ

り一層の運行体制の確立に向けた指導を実施してまいります。以上です。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

２番（大友三男君） それでは、再質問させていただきたいと思います。 

    まず、１番目の住民バスの苦情の関係なんですけれども、まずこの中

で先ほど答弁ありましたけれども、町と公社と交わしている契約書とい

いますか、協定書、仕様書というのがあるので、ちょっとその内容をこ

こでちょっと皆さんにお知らせしながら再質問させていただきたいと思

います。 

    まず、この協定書の中に業務報告というものがありまして、苦情及び

利用者から意見要望の件数、内容並びに対応の状況、安全教育、指導の

実施状況、バス維持管理業務実施状況、乗車券交付者名簿の定期的な報

告書の提出、さらに業務報告の聴取、住民バスの関係法令を遵守した適

切な管理運営を期するため管理運営業務に必要な指示ができると、これ
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は町のほうができるということになっています。そういう中で、ちょっ

と一度確認しておきたいんですけれども、担当課のほうでお願いしたい

んですけれども、以前私、皆さん御存じのとおり、私、27年の９月から

議員させていただいて、ずっと住民バスの関係、周りの人たちから大友

という人間は住民バスしか知らないんだと悪口言われながら、それでも

２年半ずっとやってきました。なぜかというと、利用しているお客様た

ちが大変嫌な思いをしているからです。その中で私開示請求や何かいろ

いろしましてね、以前住民バスの指定管理者になっていたところに運行

管理体制というのがあるんですよ。それがしっかりなっているかどうか

という件で、これはちょっと出しませんけれども、これ民間会社さんが

出したきちっとした名前が入っているんです。責任者から運転手まで。

ですけれども、私役場に開示請求したらこのようにノリ弁なんですよ。

責任者、社長の名前はあります。民間会社さんのやつが出せて公社が出

資している住民バス、これ出せないというのはどういうことなんですか

ね。個人情報云々かんぬんというような話で前もお断りされたんですけ

れども、私たち議員としてこれもやっぱり把握している必要があると思

うんです。どういう状況なのか。 

    それでちょっとお尋ねします。この中のやつで。 

    ここに住民バス部門の責任者という方、これ４月の運行からこの方は

かわっていますか。かわっていませんか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。企画財政課長。 

企画財政課長（熊谷有司君） お答えいたします。 

    住民バスの責任者につきましては、かわってございません。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

２番（大友三男君） わかりました。それを踏まえて質問させていただきます。 

    そういう中で、ちょっと議長におかれましてはちょっと大目に見てい

ただきたいという質問もあるんですけれども、これはぜひとも聞いてく

れというような要望もありましたので、ちょっとお尋ねしますけれども、

まず最初、お聞きします。 

    定期券、これは私コピーとっています。これは個人なのでお見せでき

ませんけれども、これ以前、私も住民バスの運転していたときに、要す

るに障害者の方ですよ。障害者の方がバスに乗車するときに無料の手帳

を持っているんですよね。障害者手帳、それを見せて無料で乗るという

形になっていたんですけれども、それでは子供たちとかがかわいそうだ

と、皆さんの前にその障害児ですよというものを教えるような格好で乗
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るのはかわいそうだと、親御さんのほうからやはり何とかしてください

ということで、普通定期の最長の６カ月定期を発行するということにた

しかなっていたはずなんですね。それがどういうわけか今回、その父兄

の方からちょっと苦情が来まして、このようにピンクの色になって無料

だと、無料乗車券だということで、普通乗車券とまた区別ですね、これ

なぜこういうことをしたのかと、以前になっていたんだということで、

今回改善するということだったんですけれども、どうなったか、担当課

答弁お願いします。 

議長（石川良彦君） 企画財政課長。 

企画財政課長（熊谷有司君） 今回まずピンクの無料の定期券にした経緯につ

きましては、ドライバーが確認する際、いわゆる通常の有料の定期券の

場合と無料ということで区別が、判断がつかない。いわゆる定期券利用

される方は整理券をまず乗車する際に引くわけです。それを有料の方で

すとそのまま行く（「簡単にお願いします、簡単に」の声あり）それで、

今回ピンクの券ということで住民の方から苦情があって、いわゆる障害

者の部分がわかってしまうというようなことで、そのことにつきまして

は今月６月の１日から以前の白の定期券のほうで発行をしておりまして、

順次今まで交付している方々につきましては、公金の徴収委託先であり

ます地域振興公社のほうに連絡しまして、そちらから各定期券とってい

る方に連絡して更新をしているところでございます。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

２番（大友三男君） 今、答弁で一応改善したというような内容だと思います

けれども、やはり利用している方々に対して障害者であろうが一般利用

者であろうが、やっぱり気配りが大事だと思うんです。要するに私も運

転した経緯でお話ししますけれども、乗る方って大体固定されるんです

よ。その中で障害を持っている方なのか、無料の方なのかというのは、

運転手はもうわかるんですよ。初めて運転する方だったら別ですけれど

もね。だから区別ができないとか、それは行政側、バスを運行する側の

問題であって、利用者さんのことを考えていないやり方なんですよ。や

はりそれはでも今回改善したということなので、それはそれとしましょ

う。 

    あと、さらに住民バスの人件費の関係もあるんですけれども、29年の

ときに運転手６名、管理者１、管理者２と８人体制というもので試算し

ているんです。これ。これ企画財政で出した資料ですから、29年ね。そ

ういう中で、今現在何名でやっているんですか。 
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議長（石川良彦君） 企画財政課長。 

企画財政課長（熊谷有司君） 試算のとおりで８名でございます。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

２番（大友三男君） 社長を除いてですよ。 

議長（石川良彦君） 企画財政課長。 

企画財政課長（熊谷有司君） 運転手並びに運行管理者と合わせて８名でござ

います。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

２番（大友三男君） 私も事務所に行って確認しているんですけれども、７名

しかいませんよ。あれ。７名しかおりません。なぜ８名になるんですか。

おかしいですね。私確認しているんですよ。事務所行って。虚偽の報告

をしているということですか。それはちょっとまずいんじゃないですか。

あのね、仕様書の中にも、私ちゃんと全部書類持っているんですよ。こ

れ以前の仕様書なんです。これ。29年当初だったかな。これもあります

しね。今回の仕様書の中にも自家用有償旅客事業者運転手について６名

以上配置するとなっているんですよ。兼務じゃないですよ、これ。兼務

していいというのはどこにも書いていないですよ。兼務したらだめだと

いうことも書いていませんけれども、でも通常これを読んだら運転手６

名、さらに先ほどこの人件費の関係で言った管理者２人必要なんですよ。

運転手とは別に、今私確認していますけれども、運行管理者は確かに２

人います。代務持っている方も１人います。だけどその運行管理者２人

も代務持っている方も運転手と兼務しているんですよ。今。これね、は

っきり言いますけれども、仕様書契約書違反ですよ。これ。これ放置し

ていていいんですか。もう一度。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。企画財政課長。 

企画財政課長（熊谷有司君） お答えいたします。 

    運行管理につきまして、今２人ということで、あと１人が代務者とい

うことになってございます。それで運行管理者は必ず常駐１人はしてい

るわけでございまして、１人が運転する場合は別な方が常駐ということ

で、通常運転手は６名、あと運行管理者２名、あとということでなって

おるものでございます。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

２番（大友三男君） 現実問題として人足らないですよ。あれ。今運転手さん

たち大変な思いしていますよ。さらにね、ちょっと余談みたいな話にな

りますけれども、残業手当は一切払いませんよと言っているんですよ。
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あれ。運転手足らない状況で運転させておいて。人件費ね、これ今回委

託して2,800万ですわ。だけれどもね、私もこうやって見ているとね、

これで見ると、29年、これ大分大目に見ているんです。この給料で。細

かく言いますか。管理者１、大体年間313万。管理者２、348万。何で管

理者違うかわかりません。運転手６人分で1,673万。これでね、あと人

件費として健康診断も入っているんですけれども、社会保険料から何か

ら全部入っているんですからね。それでも2,345万ですよ。そのほかに

事務所経費というか、バス停管理みたいなのも出していますからね。そ

ういうのも含めると2,477万で、差額が323万出るんですよ、これ。差額

が。いろんな経費かかって100万、150万かかったとしても、150万どこ

に行くんですかね、この金。運転手さんに払っていないような感じもあ

るようですよ。大変な思いしているようですよ。今の運転手さん。これ

はこれとして答弁はいいですからね。 

    時間あるので、次の質問に行きます。 

    いろいろと改善したとかなんとかと言っていますけれどもね、現実問

題として４月５日、先ほど４月から５月まで９件、冗談じゃないですよ。

役場に来ているのはそんなものかもしれません。私のところに来ている

のは20件以上来ているんですからね。詳細はあとはっきり言いますから。

その件数、内容も。何で役場に苦情来ないかわかりますか。私これ前か

ら言っていました。役場信用ないんですよ。対応が悪くて。全く誠意を

持った対応をしていないんですよ。そういう状況なんです。これずっと、

これ、もうこれ８年前から続いているんです。それ以前もあったんです

よ。苦情は。私運転していたんですから。あったんですよ。だけれども、

それなりにきちっとその当時の公社は対応していたんですよ。お客さん

に対して誠意を持って、だからその後の苦情というのは続かないんです

よ。これね、４月５日から始まったんです。これね、先ほど言った責任

者なんです。これ、責任者、４月５日から来ているんですよ。これ、苦

情、もう、あと詳しく言いますから、後でね。これ運行開始して４月５

日から苦情が来るなんてとんでもない話ですよ。ましては責任者です、

これ。町長どう思うんですか。これに対して。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ただいままで議員のさまざまな苦情があなたの窓口に20件

以上来ているということでございますので、乗車客からの信頼を得てい

る議員の窓口が役場よりも大変信頼が高いという評価であろうというふ

うに思います。私ども役場といたしましても、住民バスの必要性につい
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ては、年々高くなっていることを十分理解しながら質の高い住民バスに

しなければなりませんので、ここでシルバー人材の方にでもお願いをし

て、苦情乗車の方と同乗して実態調査をしなければだめだなと、そんな

ことを今感じているところであります。議員の苦情の内容等も含めて実

際苦情を申し上げている方と一緒になって乗車をさせると、何日でもこ

れはやむを得ないなと、どこがどうなっているのか、実態を調査しなけ

れば解決しようがないなということであります。 

    この住民バスは、福祉が目的で運行を開始したバスでありますので、

障害のある方が障害者だと見られるのがとても苦痛だという苦情、社会

はそういう方々に愛の手を差し伸べるという、そういう風潮にあるこの

我が国の福祉環境がそれでは崩壊された福祉になっているような住民バ

スでは、これは問題だというふうに私は思いますので、この辺なども弱

者救済をする交通体系をどう考えていくかということもただいま大きな

本町の問題の一つでございますので、その辺なども考慮しながら解決策

に本腰を入れなければならないなと、こういう問題はどこが管理会社に

なっても出てくるようでありますので、新たな発想に立って住民バスの

何たるものかを広く町民にも御意見をいただかなければなりません。 

    過般の町民会議で住民バスの件につきまして、けさの河北新報の朝刊

に載っておりました。2000年に運行始まって、18年にもなればいろんな

問題もいいものも悪いものも出てくるはずであります。ここで一新しな

ければなりませんので、ひとつ議員にもこの問題に参加をしていただい

て、あなたの持っている、そのいろんな苦情策を公表していただいて、

根本から解決をしなければならないということであります。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

２番（大友三男君） 大分ね、今回１月13日の議員全員協議会、これ、住民バ

スを公社にお願いする会議、議会に出る前段の会議なんです。その中で、

課長、苦情あった場合、「私は現場に行って委託業者に出向いて内容を

詳しく確認して厳しく指導します」と言っておられましたね。これね、

たしか町長も同じことを言っているんですよ。ところがね、前町長も同

じこと言っているんですよ。前町長も。だけれども、３年間一切何も変

わってこなかった。同じ答弁ですよ、言っているのは、町長も企画財政

課の課長も、同じ答弁で直るんですかね。私先ほど言ったでしょう。責

任者に苦情来ているんです。これ、責任者が。指導する立場。バス部門

の一番偉い人ですよ。社長の次ですよ。その方が一番最初の５日の日で

すよ。２日から始まって３日、４日で苦情来ているんです、この方。挙
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句の果てに「苦情よこしたの誰や」犯人捜しですよ。こんな方に任せて

いていいんですか。そこなんですよ。あのね、これ同じこと言っている

んですよ。平成28年の12月議会。私同じような質問をしているんです。

これ、どうするんだと。任せている会社が法違反はする、苦情は多い、

どうするの、このまま任せていていいの、そうしたらね、町長答弁だ、

「皆様の意見をいただいたことで確約書なり、顛末書なり、文書を提出

させながら指導する」とかね、「出向いて指導する」とか、「今指導して

いる最中だ」とか、だけどこの後何もしていないんです。私確認したん

です。こういうのあるんだ、実際苦情来て、いろんな事案が発生してい

る中で、「じゃあ書類とったんですか」と言ったら「いや、とっていま

せん」と、そういう話だったんですよ。だから今回の会議の中でも私言

ったはずです。とにかく何かあったら今までの経験というものがあるわ

けだから、学習して、運転手さんたちにも伝える、管理者にも伝える、

そういう中で何かあったら罰則ありますからねと、もし何だったら住民

バス事業から外れてもらいますよと、そのぐらい強い態度でやってくだ

さいよと私言ったんですよ。だからそれも考慮しますという話だったじ

ゃないですか。だけれども２カ月間、２カ月間ですよ。たかが２カ月、

その間20件以上ですよ。役場にも９件来ているんですよ。とんでもない

話ですよ。こんなの。 

    先ほど言った苦情内容をお話しします。 

    ちょっと時間かかりますけれども、時間の関係あるのでちょっとあれ

なんですけれども、４月、９件。４月５日、この責任者です。運転荒い。

６日、これも責任者です。運転荒い。態度悪い。同日、今まで運転した

ことない、何かどこかで住民バス運転していたとかと言っていた運転手、

名前言いませんけれども、これＷさん、態度が悪い。口が悪い。挨拶し

ても返事がない。舌打ちする。お客さんに対して舌打ちしたというんで

すよ、これ。こんなんですよ。９日、これも責任者、Ｚさんです。運転

荒い。態度が悪い。12日、これも同じ方、運転荒い。態度が悪い。口が

悪い。13日、Ｗさん、運転荒い。態度が悪い。口が悪い。20日、Ｗさん、

松島駅前で民間の玄関先に駐車待機したためにそのうちから松島町役場

に苦情が入ったと、松島役場に苦情が入ったんですよ、これ。そこから

役場に来たはずだよね。それは私確認していますから。26日、Ｗさん、

ふれあい送迎コースの帰りのコース、逆コース走ったと、これね、利用

している方には何の説明もなく逆コース走ったようですよ。利用してい

る人は不安でたまらなかったと、私のところに直接来ました。これね、
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あまり４月苦情が多いので、５月２日、この当事者の方、お願いしたん

です。とにかくね、利用している方を大事にしてくださいと、利用者本

位にしてくださいと町長も言っているんだよと、町民第一主義と言って

いるんだから利用者の人を大事にしてくれと、福祉バスだからねと言っ

たんだけれども、「はい、わかりました」と一言もなかったこの人間。

こんな人間がバスの責任者ですよなんてとんでもない話だ。本当に何回

も言うようですけれども、あげくの果てにバスのとめ方ね、皆さんもね、

見ている方いると思いますよ。薬王堂のところにとめていたんです。２

台邪魔なようにして、だけど、あれ住民バスの管理下なんです。何で自

分の敷地内で管理できないの。管理できないんですよ、これ。何でとめ

て悪いのやという話だったんです。これ。あげくの果てにフラップの敷

地と企画財政課の敷地、この敷地の区別もできない人間、自分の従業員

の車をそっちにとめさせていて、フラップの駐車場にとめて、あそこに

張っているんですよ、関係者以外駐車してだめだと、あれ私以前運転手

していたときに教育課と話して、そういうふうにしたほうがいいよと、

いろいろ問題あるからとしてもらったの、これ。そういう経緯なんです。

そのときもとめていたの。住民バスの責任者が。昔の責任者、あっちの

ほうから大きなバス会社のほうから来た。 

議長（石川良彦君） 大友議員、もう少し簡潔にまとめてお願いします。 

２番（大友三男君） そういう中で、こういうこともあったんですよ。 

    洗車機も中に入れなさいよと、外に出していたから。外で洗っていて、

バスが雨に当たってまた汚れるからだめだと、ところがそれもああそう

ですかなんてさっぱり言わないでね、これね、ここにね、仕様書、契約

書の中にもあるんです。きちっと管理しなさいと、これ役場の持ち物だ

から、ここさ、事故等とあって、「事故または過失によりその管理する

公の施設または附帯設備などを損傷した場合または紛失したときは、事

故報告をしなければならない」と、これは私写真撮ってきていますから

ね。ドア壊れているんですよ。洗車機の。これは報告ありましたか。企

画財政課。 

議長（石川良彦君） 企画財政課長。 

企画財政課長（熊谷有司君） 私は把握してございません。 

議長（石川良彦君） ここで、10分間休憩といたします。 

午 前  １１時０５分  休 憩 

午 前  １１時１５分  開 議 

議長（石川良彦君） それでは、休憩前に引き続き会議を続けます。 
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    大友三男議員。 

２番（大友三男君） 先ほど来、町長言っているように、これ福祉目的なんで

す。仕様書の中に業務の目的というのがあってね。「公共交通機関の確

保を図り、住民福祉の向上に資するため安全運行及び施設整備の適切な

維持管理を行うことを目的とする」と、そういうことなのよ。目標とい

うのがあって、高齢者や中・高生など交通弱者の足の確保とするという

目的もあるんです。これ。ところがね、こういう中で６月に入ってから

の苦情なんだけれども、Ｗさん、Ｗさんという方、Ｚさんもいっぱいあ

るんですよ。いっぱいあるのね、12件、５月入ってからも12件以上ある

んだから、その中でＷさんという方、高校生の口論になったというの話

なのさ、何で口論になったというのか知らないけれども、高校生だって

お客さんでしょう。これ役場のほうには来ていなかったみたいですよ。

だけど親のほうから公社に行ったのか、バス会社さんに行ったのか、苦

情は行ったと、多分そのことも報告ないでしょう。苦情の中でも役場に

報告あるのと、住民バスからだよ、隠していたのもあるということなん

ですよ。このようなこれは誰の指示かというと責任者ですよ。責任者、

バスの責任者、社長でないよ。この方みたいですよ。隠蔽ですよ。隠蔽。

言葉は悪いけれども、もうね、こういうようなことがずっと企画の課長

も町長も臨時議会の中でモニター制度やりますよと、私ね、５月の21と

30日、２日乗ってみたんです。どういう状況だか。これ２カ月のうちに

モニターの人頼んで乗せました。答弁願いますよ。どっちもいい。町長

でも。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。企画財政課長。 

企画財政課長（熊谷有司君） ２カ月間ではないですが、今月中に乗降調査を

する予定でおります。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

２番（大友三男君） 役場に９件来ているんだよ。もう。でしょう。役場で把

握しているだけでも９件来ているということはモニター乗せなければな

らない話だっちゃ。お客さんに聞くのが一番いいんだよ。運転手に聞く

より何より。乗っているお客さんにどういう状況なんですかと、それも

全くやっていない、口だけでしょう。これ、議会の中で話しているんだ

からね。モニターやるとかというの何だっけのと、それが全くされてい

ない、全く変わらないよ。前の執行部と。（「はい」の声あり）いや、答

弁は言っているんだからだめだ。 

    あのね、そして、これね、あのバスの中で今話題になっているような
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日体大みたいなことがあるようですよ。俗に言うパワハラ。責任者の。

とにかくね、この人ね、５月23日だと思うんだ。どこから圧力かかった

んだかわからないけれども、内部のことを漏らしたら処罰するよと、運

転手にこの責任者から強い口調で言われたようなのね。それ以降俺のと

ころに情報入ってこなくなった。絶対どこかから圧力かかったというこ

となのね。これね、内部告発制度というのがあるのね。公益通報者保護

法、平成18年４月１日からこれ施行されているんです。私言ったのね。

「いろいろそんなにパワハラだのひどいんだったら、労働基準監督署に

行きなさい」と、「私もお手伝いするから」と、何だか知らないけれど

も後ろに誰かしょっているんだか何だかしらないけれども、すごい態度

みたいだよ。公社の中で、公社の社長さんにもため口聞いているようだ

からね。そういう情報入ってきているんだから。とんでもない話だよ、

こんなこと。これね、一応社長、あそこに社長いるからだけれども、だ

けれどもね、町長ね、これ今までの町長の発言とかいろいろ聞いている

んだけれども、株主だから大株主だから意見も言えないなんていうこと

はあり得ないんだ、どんどん言っていくんだと、町長言っているわけで

すよ。この間の公社呼んでの全員協議会の中でもかなり威圧的な態度で

公社の社長にいろいろ言っていたようなんだけれども、これ、そういう

ようなこともありました。だけれどもね、町長、一度不条理な扱いされ

たら二度とその人間は信用することないよ、町長、町長も同じだからね。

住民バスのこと大したことないと思っているんだか何だかわからないけ

れどもさ、前町長と同じように住民バスをよくしよう、している、正直

者がばかを見るようなこと今起きているんです。あの中で。もう言葉も

言えない状況なんだよ。もう。パワハラ受けて、圧力かかって。これ責

任者だよ、こんなことしているの。あそこの。バス部門の責任者。町長、

町民第一主義とやったんだから、これ運転手さんたちも利用している人

も町民、どっちが第一なの。どうぞ。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） この事業は、（「端的にね」の声あり）長々と長時間かけ

てやらなきゃならないんじゃないか、この問題は。（「それは対応に長時

間かけているだけの話でしょう」の声あり）いいですか。よろしいです

か。（「端的に」の声あり） 

    このバス事業運営は、運営は地域振興公社に任せている。バスの責任

者に運営を任せているわけでない。地域振興公社の組織として動いてい

る。その組織の中でバス部門の責任者としての見解を多分従業員に示し
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ている。それが今までのバス事業の環境と違う環境になったから多分不

満が絶えないというふうに私は思っているんですが、その辺などもこれ

から実態調査をして今後どのようにしていくか、公社とも協議をしたい

というふうに思います。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

２番（大友三男君） 役場さんに書類来ていますよね。誓約書みたいな。これ

ね、先ほど言ったでしょう。私。一番苦情来ているのはあそこの責任者

なんだって。誰からの・・・。 

議長（石川良彦君） 町長、ちょっと待ってください。大友議員、質問は簡潔

明瞭にお願いします。 

２番（大友三男君） そういうことで、何も悪さしていない運転手さん、その

運転手さん、苦情も来ていない運転手さん、その人たちに誓約書なり確

約書なり書けという話ないべというのさ。これ一つの処分と同じなんだ

よ。何も悪いことしていないんだ。これ。悪いことしたやつが書けばい

いだけのことでしょう。これ。５月２日の日なり、５月の16日だったか

な、行ったのな、21日だ、行ったときに、「あの議員来たの、お前たち

悪いから俺たちに来たんだぞ」と言っているんだぞ、この人間。こうい

う人だ。ねえ、町長、あのね、私ね、町長が語っているようにさ、議員

活動として町内2,000軒以上歩いているんです。そういう中で、町民の

方々の声として複数の方から田中町長、能力のない親戚を公社に入れた

と、やっていること前町長と全く変わらないとまで言われたんだよ、俺。

私ね、町民第一主義の田中町長、私の考えと一緒だから支持してきてい

るんです。それを実行してください。こんなね、私は親戚だろうが誰だ

ろうがきちっと能力あって、町長が言うように利用者本位、運転手、大

事にして、町民バスをよくしてくれるなら何も言いません。私。お母ち

ゃんだろうが、子供だろうが、私何も言いません。そんなのは能力ある

人間だったら誰だっていいですわ。だけれどもね、これバスの利用者の

方や運転手の方も役場の職員もそうですよ。職員の方もそう。町民です。

これ、皆さん、役場の中に町民第一主義と張っているじゃないですか。

こんな今後も苦情続くような、本人はバスからおりたようだから、だけ

れども内部でこんなパワハラ起きている状況が続くようなのでは町民バ

スよくなるわけないですよ。その人そのものが運転手のことも考えない、

利用者のことも考えないような人間が責任者としてそこにいるわけだか

ら。 

    あと最後の質問になりますけれども、これで、町長、去年の選挙で私、
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町長にえらばれた、選ばれたって、ほかの議員さんの質問にも答えてい

ますけれども、2,400人の方支持しました。ここで言うのも何なんです

けれども、私も支持しましたから。だけれどもね、ほかの候補者の２人

の支持票を集めると3,100人、56％の人が支持していないんですよ。そ

の方々も町民なんです。そのことを真剣に考えてもらって、本当にバス

利用者の方、バスの運転手の方も町民です。その町民、運転手の悲痛な

声をなぜ聞こうとしないんですか。田中町長、町民第一主義、本当に私

も支持したんです。これ。町民第一主義というのは、私が考える話だけ

れどもね、かゆいところに手の届くような行政だと思いますよ、私。今

この状態だとそんなんでない、さっぱり。もう一回答弁お願いします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 町民第一主義の私の信条は、町民と協働で共感の持てる

まちづくりをともにやっていこうという、そういう精神ですから、俺の

考えが正しいとか、俺についてこいとか、そんなんでなくて、皆さんと

一緒にこの町がよくなるような町政を進めていこうというのが、町政の

見える化、町民会議なり、みんなの意見を聞いてこの間のこの住民バス

の件についてもいろいろ聞いていますよ。もうこの２カ月で住民バスの

将来が決まったわけではないんですから、この２カ月でいろんな諸問題

が何十件となく出ているということですから、それを一つ一つこれから

解決して、よりいいものを目指すためには産みの苦しみかもしれない。

大いにそういう御意見は貴重な意見として私は生かしていかなければな

りませんので、大いに結構ですから、どんどん田中学、56％の皆さんが

田中でないよと、それも存じ上げております。ただ、３人の選挙でこの

立場になりましたものですから、自分の考えに賛同してくれた支持者の

皆さんに、支持者の皆さんが恥ずかしくて大郷町内歩かれないなんて言

われるのでは大変なことでありますから、ただこのバスに限らず議員も

この町政に参画している立場ですから、この町がよくなることを念頭に

置いて今、町に、また公社に、バス事業に代表して我々に物を申してい

るということにつきましては、大変ありがたく受けとめなければなりま

せんので、大いにこれからも議論を積み重ねながらいいものにしてまい

りたいなというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

２番（大友三男君） もう時間ないからそのほかは飛ばすからね。もうこれだ

けでやるからね。 

    町長ね、これ、議会、臨時議会の中で、町長と課長が「定期的にバス
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全社員を前に声を聞くなり、行くなり、行政側の意思を伝えるべきだ」

と、「前向きな意見でそうあるべきだと私も思います」と、こういう答

弁しているんですよ。運転手の方から御相談を受けていたと思うんだけ

れども、何かその御相談にもなかなか乗ってもらえないということが出

ていたわけさ。町民の声を聞かないということだよね。さらにね、公社

の方々からも御相談を受けるということでいろいろ町長と会ったたびい

ろいろ言っていたんだけれども、お願いしていたんだけれども、さっぱ

り会ってくれないと、町民会議するから町民会議さ来てけろという話な

んだとは思うけれども、どうもその言っていることと行動が伴わないん

じゃないかと私思うんです。これね、本当に前の町長もそうだったのよ。

言っているのは本当に立派なこと語るんだ。だけれども、実際その後ど

ういう対応しているのかなと思うとほとんど何も対応していない。そう

いうのでね、まあいいですわ。とにかくこっちの質問だけ。あと町長答

えるだろうから。答弁は時間ないと答えないだろうから。とにかく私こ

こにね、このように運輸局からちゃんと資料等とっているんです。処分

内容も全部含めて、３回、こういうような会社使っている自治体なんて

どこにもありません。どこにもありません。３回も続けて、それも平成

24年だったかな、大郷町のスクールバスを受け取って、その後だからね、

これやっているの、違反行為、行政処分３回くっているこれ、こういう

会社にこのままお任せしていていいのかという話なんですよ。いろいろ

指導する、何するかにする、全く前町長と同じ答弁。私はやはりこうい

うのは、もう契約解除の行為そのものだと、これ。法令違反しているん

だから。それも３回も、前の町長は「１回だけだからしようがないべ」

と、ちょっとずうずう弁で申しわけないんですけれどもね、だけれども

もう３回もやっているわけ、３度目の正直。これ、契約途中でも解除す

るお考えはないですか。答弁。 

議長（石川良彦君） 町長でいいですか。町長。 

町長（田中 学君） 先ほどの答弁でも申し上げましたが、このバス会社にと

りましては従業員も抱えている、たまたまその案件で行政指導を受けて

いる、今後そういうことのないようにということで、町の立場からも強

く指導を申し上げてございますので、多分信頼回復に努力するというこ

とでないかというふうに思いますので、ここで彼に、この会社に反省を

促すということも行政としての役割ではないのかというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 大友三男議員。 

２番（大友三男君） 最後は答弁にならないと思うので、言いっ放しで終わり
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ますからね。 

    毎回毎回同じ答弁、もう聞き飽きました。もう何年も同じ答弁なんで

す。町長さんかわっても同じ答弁だっちゃね。こういう状況ではなかな

かよくならないと思いますよ、大郷も。小さいことなんかどうでもいい

みたいな話ですもんね。要するにそういうことでしょう。住民バス、こ

んな小さいことはどうでもいいみたいな話に私、聞こえたんです。要す

るにそういうことなんです。以上で終わります。 

議長（石川良彦君） これで大友三男議員の一般質問を終わります。 

    次に、３番佐藤千加雄議員。どうぞ質問を行ってください。 

３番（佐藤千加雄君） それでは、議員番号３番佐藤千加雄でございます。 

    通告に従い一般質問を行います。 

    質問事項は３点であります。 

    １点目は公共施設等の総合管理計画について、２点目は大郷町総合計

画でうたっている生活環境基盤の整備について、３点目は地域文化の振

興についてであります。 

    初めに、公共施設等の総合管理計画について伺います。 

    本町の公共施設は、耐用年数に限りなく近づいている建物が数多く存

在し、耐震補強などで長寿命化を図っているのが現状であります。これ

まで長期的な青写真が示されておらず、速やかに作成すべきと考えます

が、町長の所見を伺います。 

    １として、長期的な施設の総合計画、建てかえ等について。 

    ２として、第２次個別整備計画の概要について。 

    次に、大郷町総合計画でうたっている生活環境基盤の整備について伺

います。 

    １として、生活道（赤道を含む）整備ついて。 

    ２として、上水道、老朽管の更新、有収率向上などについて。 

    最後に、地域文化の振興について伺います。 

    総合計画の中で「民俗資料館には民俗文化財を展示・保存しています。

今後も資料を収蔵する場所に」とありますが、現在全く機能をしていな

いのが現状であります。また、文化協会や各種文化団体への支援強化が

十分に図られていないと思われますが、今後、地域文化の振興にどのよ

うに取り組むのか町長の所見を伺います。 

    答弁よろしくお願いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） それでは、佐藤議員にお答えいたします。 
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    公共施設等の総合管理計画についてでございます。 

    その（１）でありますが、長期的な施設の総合計画、建てかえ等につ

いては、平成29年３月に策定した大郷町公共施設等総合管理計画につい

て、平成38年までの10カ年を計画期間として中長期的な公共施設等の総

合的な管理の基本計画及び施設用途別の基本方針を定めており、それに

基づき実施していきたいと考えているところであります。 

    （２）でありますが、第２次個別整備計画については、現在草案を作

成中であり、施設ごとに最終整備を行っております。対象となる116施

設について、長寿命化、改築、取り壊し、譲渡等の整備方針及び整備計

画について今月中に策定する予定でいるところであります。 

    次に、２番の大郷町総合計画でうたっている生活環境基盤の整備につ

いてでありますが、（１）の生活道、赤道含めての整備についての御質

問ですが、生活道路につきましては、大郷町道路の整備に関する要綱に

基づき整備を行っており、今後も要綱に基づき整備を行ってまいります。

また、道路法に基づかない赤道などの整備につきましては、現在は敷砂

利等の実施によって道路としての機能を失わないように整備維持管理を

行っているところであります。しかしながら、利用者から舗装等の要望

が多いことから、今後は要綱等の整備を検討しながらより利用者の利便

性を考慮した道路整備を行ってまいりたいと考えているところでありま

す。 

    （２）の水道老朽管の更新などの整備についての御質問でございます

が、本町の水道設備は老朽化が急速に進んでおり、施設管路等も更新、

改善を行いながら延命化を図っているところであります。管路に関しま

しては、石綿セメント管の更新工事、平成39年度の事業完了に向け整備

を進めてまいります。今後は国庫補助金を活用しながら法定耐用年数40年

を超えた老朽管も含めて古いものから随時更新してまいります。 

    また、施設の稼働が収益につながらない判断する指標の有収率につき

ましては約80％と全国平均の90％に比べ低い状況にありますが、有収率

が低い原因の一つである漏水についても老朽管の更新により有収率向上

の修繕を図ってまいりたいと考えております。 

    また、効率的な水道管の整備を行うため、町道や生活道路の整備にあ

わせて新たに水道管の布設を行ってまいります。老朽化が進んでいる配

水地等の整備に関しましても継続的な維持管理や新たな施設の更新を検

討しながら今後の整備を進めてまいりたいと考えております。 

    第３の地域文化の振興についてでございますが、前段の民俗資料館に
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ついては、大松沢社会教育センターに大郷町歴史民俗資料館準備室を併

設し、貴重な資料を展示、保存しておりますが、資料館の開設に向けて

準備をしているところであります。しかしながら、建築基準法不特定多

数の方が出入りできる構造になっていないため、開館することができず

改修工事に伴う多額の費用が見込まれることから具体的な方策は決定し

ておりませんが、関係する機関等から指導、助言をいただきながら今後

の方向性を模索してまいりたいと思います。 

    後段の地域文化振興でございますが、現在本町では大郷町文化協会等

に対し、県や仙台地域の連絡協議会、他市町村との団体との連携、情報

交換、補助金の交付など、各種の支援を行っております。今後も各団体

が地域と一体となって文化の発展につながるよう支援してまいりたいと

考えております。 

    以上、佐藤議員の御質問にお答えを申し上げたところであります。よ

ろしくお願い申し上げます。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 答弁ありがとうございました。 

    今、公共施設等の管理計画につきましては、大変大まかな説明であり

ましたので、大きなものに関して一つ一つちょっとお聞きしたいと思い

ます。 

    まず、庁舎が建築から39年経過しております。公民館が45年、町民体

育館が43年、どれも耐用年数が50年ということで、間もなく耐用年数を

迎えます。 

    庁舎について伺います。 

    耐用年数間もなく10年となりますので、建てかえの準備に入る時期で

はないかと思いますが、町長の答弁をお願いします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 耐震構造に改築したこの庁舎が今後何年利用できるのか

などの調査をして、今後も庁舎が議員の御質問に対する新たな発想に立

たなければならない時期が到来してございますので、広くいろんな組み

立て方があろうかと思いますので、勉強してまいりたいなというふうに

思います。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 町長ですね、前の12年と合わせまして今大体20年、庁

舎に入りまして20年であります。庁舎をつくるというのは、多分20億か

ら40億ぐらいかかるのかなと、その大きさにもよりましょうけれども、
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やはり基金として準備していく、そろそろ時期ではないかなと、そこに

きちっとした青写真をぜひ町長４期目でありますので、その辺大変期待

しているんですけれども、もう一度答弁お願いします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 今、庁舎の計画よりも大事な本町の今後の町の合併して

来年町制施行60年になるわけでございますので、そろそろ本格的な中心

市街地のどこにどのようにという考え方も含めて将来に備えなければな

らない、そんな時期でもあろうかと思いますので、今ここで何年までに

役場庁舎を建てかえるとか、どこに持っていくかということの今後の議

論として大事にしてまいりたいなというふうに思います。 

    それから、隣の中央公民館にしても大分老朽が進んで大雨のたびに天

井から雨が漏れるという状況でありますので、この辺なども今後庁舎と

の連携をどう図っていくかなどもあわせて考えてまいりたいというふう

に思いますので、今ここでいつまでという即答はできませんが、考えの

一つに置かなければならないということであります。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 今公民館も大分古くなっておりまして、それでやはり

建てかえる場合、庁舎と併用するか、または官民が一緒になってつくる

かとか、そういうこれからはほかの町も市もいろいろ考えていると思い

ます。いつまでという答えではなくて町長がそれに向かってそういう準

備室を準備委員会みたいなものをそろそろつくってはどうですかと、い

つつくりますかということじゃなくて、今まで何もなかったわけですか

ら、ここでそのようないろいろ公民館もありますし、庁舎もありますか

ら、場所もここなのかどこにするのかという、そういう設立の準備会と

いうものをそろそろつくってはどうかなという私の思いでありますので、

もう一度町長答弁。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 先ほどもお答えした内容に整備計画につきましては、今

月中に、その整備計画についての考え方を今月中に策定するということ

でありますので、もちろんただいまの御意見、準備室等々の考え方など

もこの計画の中に組み込んでどうだとかいうことを事務方にも指示をし

てまいりたいなというふうに思いますので、総合計画の整備計画につい

てはそんな形で進めていきたいなと思います。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 今、大きな施設といえば庁舎、公民館、もう一つ、町
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民体育館、も多分質問しても多分、町長さんは今お話されたような答弁

になると思うんですけれども、やはり町民体育館もやはり大分老朽化し

て、長寿命化も大分お金がかかっていくと、やはり担当課などのヒアリ

ングにおきましては、町民体育館を新しくつくるのか、または町民体育

館は解体、そのほかの体育施設に、フラップなり、小中の体育館なりで

すね。そのように大分人口も減ってきておりますので、そういう施設を

大型施設の見直しもこれからは必要になっていくと思います。それにつ

いても町長の所見を伺いたいと思います。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 民間を活用したいろんな複合型の施設も今世の中では大

分出てきておりますので、まず何よりも本町の少子高齢化が進む中で人

口減少が歯どめがかからない状況でありますので、今回の定住促進の事

業も順調に行って人口減少に歯どめがかかればまた新たなまちづくりの

基本理念が出てこなければなりません。そういう意味ではまず本町の財

政基盤の確立を今後どう図っていくか、おいでになる農業法人もこれも

果敢に営業が開始され、順調に進めば本町の財政にも大きな財政寄与が

されるということでありますので、そんなことも念頭に置きながら新し

い新たな本町のまちづくりの顔になると申しますか、よりどころをどう

つくっていくかを広く皆さんの意見を取り入れた組織をつくって議論し

てまいりたいということを申し上げて答弁といたします。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 大きな施設に関してはそのような答弁でありましたけ

れども、これから116施設、それの長寿命化、改築、取り壊し、譲渡等

ですね、整備方針を今月中につくるということであります。前に行いま

した総務産業常任委員会の所管事務調査で公共施設の建てかえに総額、

概算ですけれども、500億ぐらいかかりますよというお話をいただきま

した。先ほども言いましたけれども、少子高齢化がとまればそれはいい

んですけれども、とまらない場合もあるということで、その調査の委員

会の中でも公共施設のスリム化をと、やはりここは大なたを振るって施

設を減らしていくという形も必要ではないかというお話が出ました。こ

の施設担当と企画財政とのヒアリングの中でそのような意見が出なかっ

たか答弁していただきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。企画財政課長。 

企画財政課長（熊谷有司君） それでは、お答えいたします。 

    ヒアリングにつきましては、２月に実施させていただいたところでご
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ざいますが、その中で各課の今の施設の現状なりを確認させていただき

ました。それで今後どうすべきかということでいろいろヒアリングをさ

せていただいたところですけれども、その中においてもいわゆる施設が

老朽化している施設については取り壊しなり、統廃合ができる部分はす

べきだというような意見もあった中で、それを踏まえて計画を今策定し

ているところでございます。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） ありがとうございました。 

    次に、生活環境基盤の整備について再質問させていただきます。 

    生活道路について大変前向きな答弁をいただきましたが、大郷町道路

の整備に関する要綱については、これまで例外はあまり認めないことが

議員となって３年間あまりですが、その間に感じておりました。しかし、

住民からの請願に対して議会で採択された例があり、議会も要綱に対し

て特筆箇所については考慮すべきという議論も出ております。しかし、

なし崩しに要綱変更ではなく、子供たちの通学路、また将来的に移住・

定住が見込める区域とか、わかりやすい要綱として見直しを行い、地域

の中での意見集約を図れる要綱整備が必要と考えますが答弁をお願いい

たします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。地域整備課長。 

地域整備課長（三浦 光君） お答えいたします。 

    要綱整備、要綱の改正に当たりましては、今まで赤道とかの整備に関

する要綱等はございませんでした。現場現場で対応していたというのが

事実でございます。しかしながら、今後一定の要件で整備できるように

したいと思います。各行政区長さんのほうからいろいろな要望もござい

ました。上り坂で砂利道だからなかなか砂利を敷いても厳しいというよ

うなこともございましたので、そういった中で今後道路を利用される方

の利便性がいいように、どのような方法で町で進めていったらというこ

とを考えながらよりよい要綱を整備進めてまいりたいと思いますので、

よろしくお願いいたします。 

議長（石川良彦君） ここで、昼食のため休憩といたします。再開は午後１時

15分といたします。 

午 後  ０時０１分  休 憩 

午 後  １時１５分  開 議 

議長（石川良彦君） 休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

    ３番佐藤千加雄議員。 
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３番（佐藤千加雄君） それでは、引き続き生活道路について質問をさせてい

ただきます。 

    生活道路、町道ですけれども、整備計画が決まってから工事着工まで

の期間が大変長いという区長さん方からの意見があります。現場の測量

調査や図面作成、または予算獲得に苦労は多いと思いますが、今以上に

早期に着工を図れないかお伺いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。地域整備課長。 

地域整備課長（三浦 光君） お答えいたします。 

    生活道路につきましては、地元からの要望に基づきまして整備を行う

路線でございまして、要望をいただきまして町のほうでまず生活道路の

指定をいたします。その後に測量設計、工事という順序になってござい

ますので、町といたしましても速やかになるべく早く住民の方の道路を

使えるようにしたいと思うんですが、なかなかその辺、年度末に上がっ

てきたりしますと２カ年またいだりというような形になりますので、今

までもそうだったんですが、これからもなるべく早くできるように事業

を進めてまいりたいと思います。 

議長（石川良彦君） ３番佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） それでは、次に上水道の整備について質問させていた

だきます。 

    石綿セメント管更新工事が27年度に比べ30年度では予算が約870万円の

増額となっております。更新事業の期間が大分短縮されると思います。

大郷町水道事業経営戦略では、３年近くかかると予定されていたものが、

平成39年度で完了の予定ということでこの前お話がありました。大変な

前進で評価されることだと思いますが、短縮となる経緯とこれができる

根拠を改めてお伺いいたします。 

議長（石川良彦君） 地域整備課長。 

地域整備課長（三浦 光君） 石綿更新事業につきましては、毎年ですね整備

を進めているところでございます。先般の議員全員協議会のほうで経営

戦略については御説明させていただきましたが、石綿セメント管につき

ましては、今までよりも更新率につきまして類似団体と同程度並みに更

新をすることによりまして平成39年完了をめどに行ってございます。こ

れにつきましては、料金の改定とそういったことも加味しながら事業を

展開進めるものでございますが、有収率向上の中でも漏水管等の修繕に

よりまして町としての負担も軽減できることもございます。漏水管をな

くすことによりまして、町として大崎広域水道に払っている受水費も減
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額することができます。そういったものも加味いたしまして、石綿セメ

ント管だけではなくて、その他の水道事業の経営を見直しながら事業を

進めていたものということでございます。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 先日行われました大郷町水道事業経営戦略の説明では、

将来給水原価の高騰により水道料金の値上げという話がありました。町

長は有収率を上げれば大丈夫ではないかという説明がありました。有収

率が全国平均89.95％に対し、大郷町は79.30％と大きく低くなっており

ます。有収率の向上には老朽管の更新はもとより、水道管漏水調査業務

を徹底し、漏水箇所の特定を早期に行うべきと考えますが、今後の取り

組みについて答弁をお願いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。地域整備課長。 

地域整備課長（三浦 光君） 漏水管調査につきましては、昨年度から重点施

策ということで地域整備課のほうでは考えてございまして、昨年度一年

間で漏水調査を実施いたしまして、漏水の修繕をしたことによりまして、

配水量、いわゆる大崎広域水道からこちらのほうにいただく水の量で約

３万3,000立方メートル、金額にいたしまして840万円ほどの成果となっ

てございます。今年度につきましては、東成田配水池系統を重点的に漏

水調査を実施いたしまして、引き続き有収率の向上に努めたいと思って

おります。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） それでは、次に地域文化の振興について再質問させて

いただきます。 

    現在、旧大松沢小学校校舎に歴史民俗資料館の準備室というものがあ

ります。さまざまな理由により資料館として整備できる見込みが立って

いないということでありますが、新たな民俗資料館の場所について、ま

た今後の方向性について、進展があるか、ないかにつきましても答弁を

していただきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。社会教育課長。 

社会教育課長（千葉 昭君） お答えいたします。 

    まず、歴史民俗資料館でございますが、町長の答弁にもありましたと

おり、諸問題がありまして、法的な問題がありまして、今のところ方向

性が見えない状況ではございます。今後の方向につきましては、いろい

ろな機関などからの助言などもいただいて決めてまいりたいと思います。

今後の方向についてはまだ決まっていないというところが現実でござい
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ます。以上です。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 旧大松沢小学校跡地には社会教育センターが建ちまし

た。またゲートボール場、体育館もあり、多くの方々でにぎわっており

ます。これまでの文化継承をしつつ、その地域に新たな文化をつくるた

めには今の建物は必要がないのではないかと考えます。社会教育、地域

の活性のためにもその土地を有効活用することが最も必要と考えますが

町長の所見をお伺いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 議員のおっしゃっている内容については、私も理解でき

るものでありますけれども、ただいま申し上げてきた校舎の構造からし

て不特定多数の人の出入りできない建物になっているということでござ

いますので、文化財と言われる資料はいっぱい詰まってございますけれ

ども、あれを開館できるという、そういう方面ではなかなかあのままで

はできないということであります。多額の費用をかけて改造、改築をす

るという作業をあの地域で本当にこの事業を展開する場合に大松沢地区

でいいのかなども広く検討を加えながら地元の皆さんとも話を申し上げ

てまいりたいという作業をまずやらせていただきたいというふうに思い

ますので、この議会が終わりましたら担当課のほうで調査するよう指示

をいたします。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） よろしくお願いしたいと思います。 

    それでは、前回の私、一般質問でも触れましたが、大郷小学校６年の

皆様から出されたまちづくりの提言書があります。その中で「大郷町を

元気にしよう」というタイトルに歴史とか支倉常長に関するものが６班

で分かれているんですけれども、６班中４班ありました。子供たちが大

郷には誇れる歴史があることを理解しているあらわれだと思います。新

しく社会教育課が創設され、文化、歴史、スポーツの振興に取り組む町

の強い姿勢が感じられます。今後の文化、歴史に関する取り組みで、学

校教育の中、また町で特筆する事項があればお伺いをいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。教育長。 

教育長（鹿野 毅君） お答えいたします。 

    子供たち、まだまだ町のことについて知らない面が多数ございます。

ふるさと教育を推進しておったところですが、もっともっと文化面につ

いて子供たちに知らせていかなければならないというふうに思っており
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ます。そこで何を中心にするかということは今議員御指摘の支倉常長で

あるとか、あとは粕川のお寺にあるような、ああいった史跡なども使っ

ていきたいというふうに思っております。また、古い遺跡も多数ありま

すので、ああいったことを踏まえてこの土地の歴史なども伝えていけれ

ばなというふうに思っているところです。以上です。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） 町の無形文化財に土橋の宮沢神楽（「宮林」の声あり）

宮林神楽ですね。ホームページの一番表の写真ですね。に載っているも

のであります。それから羽生の田植踊りがございます。現在後継者が心

配されているとお聞きしております。地域の文化財ですが、地域だけの

保存では限りがあると思います。町や教育委員会の支援強化に期待いた

したいと思いますが、答弁をお願いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。社会教育課長。 

社会教育課長（千葉 昭君） お答えいたします。 

    実は、４月12日に町指定の大切な文化財であります羽生田植踊りの方

々と意見交換会を設けました。その席で後継者の問題が提起されまして、

当課といたしましては、羽生地区だけに限らず町内の子供たちを後継者

と捉えまして昨日小学校の放課後に児童館におきましてメンバーにより

ます田植踊りを披露していただきました。一人でも多くの子供たちが地

元に伝わっております田植踊りなど、そういったものを直接触れること

によりまして自分もやってみたい、歌ってみたい、踊ってみたいなどと

思ってもらってメンバーの一人に加わっていただければなと考えており

ます。このような取り組みをせっかく新しい課ができたことによります

ので、今後各方面に積極的に展開してまいりたいと思いますのでよろし

くお願いいたします。以上です。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） それから町のホームページ、先ほど宮林神楽の写真が

載っているんですけれども、その観光スポットに歴史、文化という項目

がございます。その中には今現在支倉常長のメモリアルパークとその関

連資料ですね、支倉常長の関連資料が１つあるだけでございます。町に

は古墳、それから館の跡、無形文化財、有形文化財、ほかにもいろいろ

な歴史、文化にかかわる大切なものがいろいろあると思います。今後各

種文化団体と協議をしてホームページにもう少し多く記載する資料また

地図、どこにあるかという地図、また写真などを載せてより多くの人た

ちに大郷町の歴史などの魅力を発信していただきたいと考えますが、答
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弁をお願いいたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。社会教育課長。 

社会教育課長（千葉 昭君） お答えいたします。 

    議員さんのおっしゃるとおり、今後ホームページとか、いろいろな広

報のものを使いまして、各町内、町外、各方面にいろいろと伝えてまい

りたいと思います。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員。 

３番（佐藤千加雄君） ありがとうございました。質問を終わります。 

議長（石川良彦君） 佐藤千加雄議員の一般質問を終わります。 

    次に、８番和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） ８番和賀でございます。 

    通告に従いまして一般質問を行います。本日は大綱２点について質問

をいたします。 

    大綱１点目。 

    町民会議、若者の政策形成過程への参画と題しまして、（１）町民会議

の内容について。 

    町政の見える化、開かれた行政の推進のために町民会議を実施すると

の宣言をされました。その内容について伺います。構成メンバー、開催

頻度、狙い、効果、そして政策への反映等についてでございます。 

    （２）若き力で元気なまちづくりを。 

    施政方針で50年後、100年後の未来を見据えたまちづくりを町長はうた

っております。18歳の選挙権の実現、少子高齢化が急速に進む中で、若

者の政治離れが進行すれば若者の政治的影響力は低下し、社会の沈滞化

につながります。若者が社会における影響力を実感できるように取り組

むことが重要と考えます。そのためには若者の意見を聞き、若者の声を

政策に反映させること、若者が政治参画を促進するような環境をつくる

こと、そして若者の人材育成に不断に取り組むことが重要と考え、以下、

所感を伺います。 

    ア、政策審議会委員に若者枠の設定を。 

    イ、若い町職員の提案に予算枠を設け、企画力を育成する。 

    ウ、若者が常時集える場所の提供設置を。若者が常時集える明るい施

設がない。若者育成のためにも青年会館、または青年室を設ける必要が

ある。 

    エ、青少年モニター制度。13歳から30歳までの人に青少年モニターを

公募し、モニターになってもらい、年に２回程度アンケート方式による
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意識聴取を行う。例えば、将来の生活における不安事とか、大郷町に住

み続けたいか、自慢したい我が町、行政への期待等。 

    オ、若者会議の開催。若者の意見や提言を町政に反映させ、若々しい

感性と力強いエネルギーを取り入れ、若者との共同によりまちづくりを

進める。 

    カ、ＪＫ課。これは福井県の鯖江市市民まちづくり課で実施している

プロジェクトで、平成26年４月にスタート、行政に直接かかわったこと

がない女子高生、これをＪＫたちが自ら考え、やってみたいまちづくり

活動を提案し具現化する市民協働プロジェクトでございます。これは平

成27年に総務省のふるさとづくり大賞で総務大臣賞を受賞しております。

これもおもしろいなと思い紹介しました。御感想をお聞きします。 

    大綱の２点目。 

    中学校や避難所施設のトイレの100％洋式化を。 

    平成28年９月定例会の一般質問で、中学校のトイレの洋式化を提案し、

順次洋式にとりかえるとの答弁がありました。全国の公立の小・中学校

のトイレの洋式化率は平成28年４月１日時点で43％ととどまっておりま

す。東京都は54.2％で、2020年のオリンピックまでに80％の目標を掲げ、

急ピッチで整備しようとしています。我が町は小学校は100％になって

おりますが、中学校は進んでいないのではと、以下伺います。 

    １、中学校避難所施設のトイレの洋式化率は。 

    ２、中学校や避難所施設のトイレの洋式化に向けた目標設定は。 

    ３、緊急防災・減災事業債が平成32年度まで使え、全国で5,000億円計

上していると聞いております。避難指定所の４項目さえクリアしていれ

ばバリアフリー化にして、トイレ改修までできるとのことでございます。

学校設備だけでなく消防防災のところでも予算化されているところもあ

ります。総務省でも指定した避難所であればこの予算も使えますので、

ぜひバリアフリー化しながら洋式にしたほうがよいのでは。 

    以上、大綱２点について、第１回目の質問といたします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ただいまの和賀議員の若者の政策形成過程への参画につ

いてというテーマでございますが、このことにつきましては、アからカ

までの御質問にお答えを申し上げたいと思います。 

    まず、（１）の町民会議についてでありますが、毎月第３月曜日に開催

してございます。ことしは５月から来年３月まで11回開催する予定であ

ります。町民どなたでも参加が可能で、広報や防災無線等で広く呼びか
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けてまいりたいと思います。毎回テーマを設定して町民と町がともに考

え意見交換を行い、協働して課題解決につないでいくことがこの事業の

狙いでございますので、町の各種事業の現状等を報告しながら町民から

の意見・提言をいただき、今後の町政の政策やまちづくり等に生かして

いきたいと考えているところであります。 

    次に、（２）の若き力で元気なまちづくりについて答弁いたしたいと思

います。 

    人口減少高齢化が加速する大郷ふるさとへの回帰を全国に促して、

50年、100年後の未来を見据えたまちづくりに向けて将来の大郷町を担

う若い方々の意見を取り入れることは議員の御指摘のとおりで重要なこ

とでございますので、これから若者の意見を聞く機会をつくってまいり

たいというふうに思っているところであります。 

    それでは、２のア）の政策審議会委員の若者枠の設定について。委員

募集に当たっては二十歳以上の幅広い年齢層の方々から御意見・御提言

をお聞きするために年齢に関係なく募集していたところであります。今

年度開催に当たり、新しい委員は行政区長からの推薦に基づき50代から

80代までの町民を選定していただきました。次回の改選時には議員のお

っしゃったこの若い世代が加わるような方策を検討してまいりたいとい

うふうに思っております。 

    イ）の若い職員の企画力の育成については、人材育成を図るため、新

規職員研修を初め、勤務年数に応じて階層別研修の受講により、職責に

応じた知識・技能習得を図るとともに、業務能力向上のための専門研修

にも積極的に参加を促し、スキルアップに努めてまいりたいと考えてお

ります。また、町の事業においても夏まつりプロジェクト委員やふるさ

とＣＭ大賞制作チームなど、若手職員の企画立案への参画を図っている

ところであります。昨年のＣＭ大賞では見事演技賞を受賞するなど、大

きな成果を上げております。 

    次に、ウ）については、現在海洋センターや文化会館の会議室、町の

施設を有効に活用してもらうことで活動の一助とさせていただいてござ

います。町の青年団の規模等から見ましても青年団、青年会館などの新

たな施設を設けることは難しいものと考えているところであります。 

    エ）については、実施内容等を精査し、実現に向けて検討したいと考

えておりますので、よろしくお願い申し上げたいと思います。 

    オ）については、議員の御指摘どおり、青年団やジュニアリーダー等

の積極的に社会活動を行っている若者から意見や提言を聞くことができ



―３４―

る機会を設け、家庭や地域、学校、行政が一体となった協働のまちづく

りを目指してまいりたいと思います。 

    カ）についてでありますが、福井県の鯖江市は市民協働によるまちづ

くりに積極的に取り組んでいる自治体であるとお聞きしておりますが、

行政参加が少ない女子高校生を対象としたＪＫとともに最近は男子版Ｊ

Ｋも企画しているようでございます。鯖江市には約2,000人の高校生が

いるということでございますが、ＪＫは30人ほどの組織のようでありま

す。本町におきましては、高校もなく、高校生が200人に満たない本町

においてはこのような先進的な取り組みを参考としながら、本町に合っ

た形で女性や若者の意見を取り入れていきたいと考えてございますけれ

ども、なかなかその実態に合わない形になっていることから、容易なこ

とではないなと、そんな感じをしているところでございます。ちなみに

町内で青年団もようやく８名の方が団員になったようでありますが、こ

の８名の中でも大松沢地区から６名の青年団が出ているようであります。

このような青年団を大事にしながら本町の若い皆さんの御意見を頂戴す

る機会をつくってまいりたいと思います。 

    次に、２つ目の中学校や避難所施設のトイレの洋式化についてであり

ます。 

    （１）のトイレ洋式化率は中学校校舎が26％、避難所施設が70％とな

っております。 

    （２）と（３）の御質問についてお答えしたいと思います。 

    中学校の体育館は、避難所にも指定されており、既に100％洋式化され

ておりますが、校舎の洋式はまだまだ進んでおりませんので、今後施設

の長寿命化計画を策定し、学校施設環境改善交付金などを活用しながら

整備を進めていきたいと考えております。 

    上記以外の避難所施設については、平成25年に海洋センター、平成27年

には文化会館と総合運動場、平成29年度には町民体育館と順次洋式化工

事が完了しております。そのほかの施設につきましては、個別整備計画

の中でトイレの洋式化について検討してまいりたいと考えてございます。 

    以上、申し上げて答弁といたします。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） ３項目にわたって答弁をいただきました。 

    順次再質問をさせていただきます。 

    まず、町民会議でございますが、毎月１回、５月から11回の開催を計

画しているということでございます。私としてもなかなか町民会議のイ
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メージが湧かなかったので、今回一般質問で質問させていただきました。 

    全協で振興公社の改善計画、それから最近町民会議のチラシ等が出て

きましたので、イメージは実際湧いたわけでございます。その中で私な

りに注目したのが、とにかくその町民会議はワイワイガヤガヤ共感を呼

ぶんだと、そういう雰囲気で進めるんだよというのが伝わってきました。

これも我々議会の議会報告会、去年からやっているんですけれども、私

個人的にはそういう感じで気楽にお茶を飲みながら何でも話し合える雰

囲気かなと司会なんかをやっているんですけれども、なかなかそこまで

は至っていない。私の力不足かもしれませんけれども、とにかくワイワ

イガヤガヤ楽しく共感を呼ぶように進めるんだということに関しては、

私も共感を覚えます。そのためにはまだスタートしたばかりですからね、

なかなか難しいとは思うんですけれども、この中身を見ると意外と想像

力を引き出すブレーンストーミング法を取り入れているんじゃないかな

と私なりに来たんですけれどもね。ブレーンストーミングというのは頭

脳の嵐といって、とにかく原則論があるんですね、４つの原則というの

があって、自由奔放に出してもらう、絶対に批判はしない、人の批判は

しないとかですね、あと人の意見に便乗して別なアイデアを出すとか、

人よりも大量に多く出してもらうと、そういうブレーンストーミング法

というのがあるんですけれども、意外とそれを参考につくったのかなと

思ったんですけれども、ワイワイガヤガヤと楽しく共感というのが、そ

の場づくりというのはかなり難しいなと自分なりに思っているんですけ

れども、そのためには何て言いますか、そういう開催に当たっての原則

なんかもつくっていいのかなと思うんですけれども、その点に関しても

し町長、考えがあればお示ししていただきたいんですけれども。原則ね、

人の批判はしないとかですね。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） テーマは前もって町民にお示しを申し上げて、そのテー

マに沿った形でいろいろなやりとりするわけでありますが、あまり型に

はまった形ではなくて、常に自分たちの生活の中で感じていること、こ

うありたいという、その思いを直接我々行政と話し合う、そういう機会

があまり常にはないことでございますので、おいでになる皆さんは遠慮

なくやりとりの中で何か自分の日ごろ思っていることが行政に生かされ

ればそれで満足だというような形でございますので、我々もこれからあ

まりおいでになる町民に遠慮させないような内容でここの地元の言葉で

話をしていこうという雰囲気でございます。 
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議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） わかりました。テーマを選定してやるよということでご

ざいますので、ぜひテーマの中に今なかなか要望を出しても実現しない、

今こういう要綱があるからこれはだめなんですかとか、そういうのもい

ろいろ皆さん持っているんですね。だからその11回の中に小さいことな

んだけれども、困っている点、そういう要望を聞こうというテーマでも

設定してほしいなと思いますがどうでしょうか。 

議長（石川良彦君） 企画財政課長。 

企画財政課長（熊谷有司君） お答えさせていただきます。 

    テーマにつきましては、議員のおっしゃるとおり検討してまいります

が、各課からある程度まとまっている、町民にお聞きしたいテーマにつ

いて各課から出していただいたものを選定しておりまして、その中に議

員おっしゃることも取り入れながら実施してまいりたいというふうに考

えております。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） ぜひそういうテーマも取り上げていただきたいなと、今

は何ていいますか、町に要望を出すと、ここは戸数が少ないからだめだ

とか、そういうもので断念している人もいるんだけれども、行政はそう

いう困っている人のためにどういう手を差し伸べるかというのが私は大

事だと思っていますので、ぜひこのテーマも中に入れてやっていただき

たいなと、このように思います。 

    あと、この町民会議は特に「みんなでつくる」、「共感」、これがキーワ

ードなのかなと自分なりに感じました。そしてあと、何ていいますか、

11回分はもう決めているということなんですけれども、ある程度いくと

やっぱりまんねり化になって、参加者が固定化されて、若者が集まって

こないとか、そういう時期が必ず来ると思うんですね。そしていろいろ

町民会議という名でやっているところいろいろインターネットで見ると、

やっぱり条例等をつくって、条例まではいかないね、要綱等をつくって

開催している。あと、大きいところでは南三陸町の震災復興町民会議と

いうのが、これは公表されていました。南三陸町で復興をやる場合に町

民の皆さんがどう考えているのかということで、これはグループ分けし

て宮城大学の教授が入ってアドバイザーなんかもやったと思うんですけ

れども、そういうところもありました。あと、蔵王町なんかでは要綱を

つくってやっております。参加資格とかですね。これは要するに町を真

剣に考えている者とかという、そういうものを設定してやっていらっし
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ゃる自治体も結構ございました。最初は１年ぐらいは多分いいと思うん

ですけれども、２年、３年を見た場合にやっぱり、何ていいますか、大

郷町の全階層と言い方はちょっとおかしいですね。若い人とか、女性と

か、あとは高齢の方からそういうものをやっぱり一切含まれるような、

そういうものも検討して要綱等をつくってやる時期が私は必ず来るんじ

ゃないかなと思っていますけれども、その辺のことに関しては今はどう

なんですかね。町長は今、今は考えていないと思うんですけれども、将

来やっぱり全階層の人が来て、本当に町の代表だなというのがわかるよ

うな、そういう町民会議も必要なんじゃないかなと思うんですけれども、

この件に関して町長の考えは、伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） やっぱり行政側と町民の間に協働で行動しようとか、共

感を持ってともに感じるものがあって行動する、そういうことが皆さん

の体の中に覚え込む、そういうことも今後まちづくりの大事な要素にな

ってくるのではないかというふうに思うので、我々も町民にいかにして

寄り添うかと、町民もまた行政に寄り添ってくる、そういう関係を構築

していくことが今後の限られた財政の中で仕事をやろうとすることはや

っぱりその事業の本質を納得していただかないと何で我慢しなければな

らないんだという、そういう不満が出てくると思います。そういうもの

がこの会議によって訓練されて、みんなプラス思考に変えて、この町の

将来というのものを考えながらともに行動するということが不平不満の

問題から解消されるというふうに私なりに理解をしているところであり

ます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） わかりました。とにかく共感を広げていくんだと、そう

いう町長の考えが伝わってまいりました。 

    次に移ります。 

    １の２の再質問でこれも前向きに答弁もらいましたが、若い職員の予

算枠を設けるということなんですけれども、実際仕事をしてどんなとこ

ろにやりがいを感じますかという例えば質問をしたとします。すると、

若いうちに予算編成を通して町全体の行政活動が把握できることは今後

の活動場所においても大局的な展望を持って業務を行うことにつながり、

視野が広がっていくと私は考えているんですね。そういう面で確かにコ

マーシャル大賞、あとは夏まつりプロジェクト、若い人が中心になって

企画力もすばらしくて大郷の若い職員は何て優秀なんだろうと私も思っ
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ておりますから、さらにもう一歩進んでやっぱり大局的な展望を持って

若い人を育てるということが大事なので、これもなかなか勇気がいるこ

とかもしれませんけれども、近いうちにちょっと頼りないと思うかもし

れませんけれども、このぐらい予算あるからこういう事業を考えろと、

こういうことでの人材育成もぜひ私は効果があるんじゃないかなと思い

ます。これについて所見を伺えますか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 各課では課長を先頭にして課内の会議を開いております

けれども、その課内の職員と直接職務権限のある私が会って話をすると

いうことはあまりございませんので、できるだけ私も夏まつりプロジェ

クトチームの若い人たち、秋まつりもそうであります。ＣＭのグループ

もそうであります。そういう若い人たちで構成しているグループと私が

直接お話をする、そういう会話を交わすということがすごく大事なこと

だなというふうに思います。１回お話しますと、２回目からは相当リラ

ックスした形で自分の意見も出してくるようであります。そういうこと

が役場内で上下間の壁を開いていくというか、開放感のある内容にする

ことが若い人たちの考えが反映される環境になるというふうに私は思い

ます。そのようにしてまいりたいと思っております。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） あと、今、青年会とか青年室の設置の件なんですけれど

も、今確かに大郷町青年団員は６名になったというのはこれはすごいな

と、何年か前は２人でかわいそうなぐらいだったんですからね。今は６

名になった。（「８名」の声あり）８名。わかりました。 

    それで、やっぱり何ていいますか、昔は集合する場所がなくて粕川小

学校の一室を借りて暗いところでやっぱり連合青年団の会合とかやって

いるんですね。将来大郷町をしょって立つ青年団員がやっぱり人数が少

ないからいらないというんじゃなくて、やっぱり将来のために我々とい

うか、行政側としては育つような環境をつくってあげるというか、そう

いうのが必要なんじゃないかと、開館まではいかなくてもそういう意味

では町長も海洋センターの会議室とかですね、文化会館とかいろいろ検

討しておるようでございますので、やっぱり明るいそういうような場所

をやって、青年団を育成するという立場で取り組んでいただければいい

なと、このように思います。これは特に答弁は結構です。 

    あと、鯖江市の女性のやつは鯖江市と大郷町は環境が違うよと、鯖江

市は2,000人いて大郷町は何人、私も何人いるかまではつかんでいない
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んですけれどもね、でも女性の力は大きいんですよね。女性の力は。特

に若い力はある日突然進化しますからね。だからそういう若い人を鯖江

市に近いような、そういう町活性化のための案とか、そういうものを何

かやって例えば道の駅の公社の改革プランでことしは女性たちが表に出

てずんだ餅というのをつくったようなんでございますけれども、どうか

このＪＫ化プロジェクトも検討していただきたいなと、このように思い

ます。今は男性よりも女性のほうの力が強いところがありますのでね、

この件に関してもう一言町長の答弁をお願いします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 今回のそういう意味では道の駅の改革プランの核になっ

ている皆さんが女性のプロジェクトチームであります。若い高校生など

は入っておりませんけれども、20代の方も入っていますから、いろいろ

若い考え方が大分反映されているのではないかというふうに思いますの

で、その女性の力を、またの力ですか、努力をお願いをするという、そ

ういう考えで今後お願いをしてまいりたいなというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） いろいろ今回の町民会議の件とか、若者の政策形成に参

画ということに関していろいろ町長の思いをお聞かせいただきました。 

    これは勝手になんですけれどもね、町長の政治姿勢は困っている町民

のために行政があるんだと、困っている人とともに歩もうとする気風を

常日ごろから町全体で高めつつ、共感ですね、共感を湧き起こして町民

と一緒に汗を流すと、これが町長の政治姿勢じゃないかなと私なりに感

じたんですけれども、間違っていたら訂正していただきたいんですけれ

ども、所感を伺います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） そのとおりであります。私の政治姿勢はそこにございま

すが、いろいろ違う見解でおありの方もおいででありますが、今後多分

そういう方々と直接お会いする機会幾らでもあるわけでありますから、

努力してまいりたいなと思っています。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） 今、町で住んでいる人はなかなか行政の恩恵に受けられ

ていない人も多々おります。道路にしてもそうでございます。あと防犯

灯、街路灯もそうなので、予算の関係もあると思いますけれども、１件

でも困っている人に対しては行政としても対応していただきたいなとこ

のように要望いたしまして次の２番目のほうに、大綱２番目に移らせて
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いただきます。 

    中学校避難所施設のトイレの100％洋式化をという件ですけれども、小

学校は100％洋式化になっていると、もう各家庭の洋式化率は全体的に

は90％ぐらいで小学校卒業して中学校に入学したときに和式便所にカル

チャーショックを受けたという人もおりました。そういう声があったの

で、28年に一般質問で取り上げさせていただいたんですけれども、学校

のトイレ研究会というのがありまして、公立中学校の校長先生に対して

調査を行っていて、その中に「学校で生徒のために改善が必要な場所は

どこですか」との設問に対して回答の第１はトイレというのが返ってき

たそうでございます。洋式になれていると和式はなじめないのかなとい

うのが容易に想像がつきます。 

    そして、平成28年に文科省のトイレの状況調査というのが発表されて

いまして、この中に大郷町もあるんですね。全体では43.3％で、和式便

所が56.7％、これが全国平均で、大郷町の小・中学校の洋式化率が79.2％

えらい高いんですね。これね。これは小学校が多分100％になっている

からじゃないかなと思うんですけれども、これは多分町の教育委員会が

出した答えじゃないかなと思うんですけれどもね。そして中学校がまだ

あまり進んでいないよということで、そしてその中にトイレ整備に対す

る教育委員会の方針というのがあって、①が洋式化率90％以上を目指す

よというのが①で、そして各階に１個程度設置して、和式をですね、１

個設置してあとは洋式にするという洋式化率80％以上、３番目に洋式化

率60％以上、あとは50％、④、⑤、その他、これは明確な方針がないと

いうね。こういう調査があって、そして、大郷町はこのトイレに対する

方針は①になっているんですね。①ね、要するに洋式化率90％位以上を

目指すよと、これが正式に文科省のトイレの状況調査の中に載ってござ

いました。そしてきょうの答弁でもやるよということでございますが、

このいつごろまでにやろうとしていらっしゃるのか、その辺をちょっと

お聞きしたいんですけれども。 

議長（石川良彦君） 学校教育課長。 

学校教育課長（斎藤雅彦君） お答えします。 

    トイレの整備につきましては、文科省の先ほど町長が答弁したとおり、

学校施設の環境交付金等を活用した形で整備していくことになると思う

んですが、最短でも今から計画を立てますと、準備等で32年ごろの最短

で整備の部分になるのかな。今後財政とか、全体的な財政状況考慮して

議員さん言ったとおり、トイレの洋式化率の向上を図っていかなければ
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ならないので、そこら辺を踏まえながら今後進めてまいりたいと思って

おります。 

議長（石川良彦君） ここで、10分間休憩といたします。 

午 後  ２時１６分  休 憩 

午 後  ２時２６分  開 議 

議長（石川良彦君） それでは、休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

    和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） 今、学校教育課長から32年度目標に100％やるよという、

そういう答弁をいただきました。御期待しておりますので、よろしくど

うぞお願いします。 

    次に、避難所の洋式化の件ですけれども、70％がなっているよという

回答でございます。そして海洋センター、文化会館、総合運動場、そし

て町民体育館と既に完了しておりますということで、この大郷町の避難

場所というのが防災計画を見ると、いっぱい36カ所ぐらい拾うとあるん

ですね。この中で大きいところで保健福祉センターとか、あとふれあい

センター21とか、この大きいところの洋式化というのはどうなっていら

っしゃるんですか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    保健センターにつきましては、和式トイレが５つ、５ですね。洋式ト

イレが３、合計８となっております。ふれあいセンター21につきまして

は、和式トイレが６、洋式トイレが２、合計８となっております。以上

でございます。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） 残り30％という割には結構多いかなと思ったんですけれ

ども、この学校の場合は学校施設環境改善交付金、これを申請しながら

進めるよということなんですが、避難所になっているところに関して、

一般質問でも出しているんですけれども、緊急防災減災事業債というの

があってですね、これが平成32年度まで使えますよということで5,000億

円、国としては計上していると、そしてこれは避難場所の指定があって、

そしてなおかつ長期にわたって避難者がそこで生活するというような、

そういう内容になっていればこの緊急防災減災事業債が使えるようとい

うふうに私理解しているんです。これが合っているのかどうかですね、

これは県の市町村課に聞くとわかると思うんですけれども、それを聞い

て実際に使っている自治体が柴田町なんかでもう来年の予算の中に盛り
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込んで何か公民館とか、何カ所かやるよというふうになっているようで

ございます。この緊急防災事業債を使えるかどうかですね。これは県の

ほうに問い合わせをしたのかどうかお聞きします。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    宮城県の市町村課のほうにこの緊急防災事業債については照会をして

ございます。ただし、トイレの洋式化単体のみの申請ではなくて、やは

り議員御指摘のとおり、全体のバリアフリー化とか、総合的な整備事業

であれば採択の可能性もあるということは承知しております。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 

８番（和賀直義君） 今回聞いたかどうかはちょっとわからないんですけれど

も、そのバリアフリーまで含めてやはりその事業を利用してぜひやるべ

きじゃないかなと、このように思います。避難所はとにかく足腰の弱い

高齢者や車椅子使用の人のトイレの使用が和式だと極度に困難になりま

す。あとトイレの設置場所が悪い、あとそれから段差がある、要するに

バリアフリーですね。それにしないとだめだとかね。避難所のトイレの

確保、管理は極めて重要な課題であり、水、食料等の支援とともにライ

フラインと同様に被災者の命を支える社会基盤サービスの一つと認識し、

適切な対応がなされなければならないという、これがトイレの確保に関

するガイドラインね、確保管理のガイドラインといって内閣府の防災担

当がつくった資料があるんですけれども、それでもって各県に通達を出

しているはずなんです。もう１点、近くの自治体では柴田町でやるよと

いうのが検討聞いてオーケーということになっているみたいなんです。

だからバリアフリーもやらなければならないのであればバリアフリーと

一緒にそういう計画を出して、避難所施設のトイレの洋式化も推進すべ

きだと思いますが、この件に関して最後答弁をいただいて一般質問を終

わりたいと思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） お答えいたします。 

    東日本大震災を教訓にして県内の自治体ではあえて避難所施設の中に

一部和式トイレを設置しているという事例もあることがあります。いず

れにいたしましても、まだ洋式化率の進んでいない施設も若干あること

から、これらの洋式化率につきましては、各施設の個別整備計画の中で

検討していきたいと考えております。 

議長（石川良彦君） 和賀直義議員。 
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８番（和賀直義君） ぜひ直近にもう一回県の市町村課に確認していただいて、

ぜひ避難所の洋式化の推進もぜひやってほしいと思うんです。ですから、

今の答えは多分緊急防災減災が出たときの考え方じゃないかなと思うん

ですけれども、もう変わっているんじゃないかなと私は思うのでね。直

近でぜひ確認していただけませんか。その答えだけちょっといただけま

すか。 

議長（石川良彦君） 総務課長。 

総務課長（浅野辰夫君） 先ほどの答弁も直近で宮城県の市町村課のほうに照

会した件に基づいて回答申し上げたものでありますが、繰り返しになり

ますが、避難所施設の洋式化につきましては、個別の整備計画の中で今

後検討していきたいと思っております。以上です。 

議長（石川良彦君） 終わりですか。 

８番（和賀直義君） 納得しないけれども終わります。 

議長（石川良彦君） これで和賀直義議員の一般質問を終わります。 

    次に、12番千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 通告に従いまして一般質問を行います。 

    まず、大綱１、大郷町都市計画マスタープランの今後の展開について

お聞きしたいと思います。 

    今から10年前の田中町政時代に、2008年の、平成20年ですが、この10月

に大郷町都市計画審議会に対して都市計画マスタープランの概要説明が

行われまして、翌年の2009年、平成21年の６月にはたしか小学校学区単

位だったと思いますが、地区懇談会を開催し、当時の田中町長はまちづ

くりについて熱っぽく住民意見を聞くような、語りながら、その成果に

基づき７月15日には大郷町政策審議会で地区別の意見がまとめられ、素

案が固められました。私とても、座談会に私も出席したんですが、内容

的に最終的にいいものに固まったなということで評価していたわけでご

ざいますが、その後引き継いだ赤間町政が2009年の、平成21年９月から

前者の練り上げた、いわゆる前田中町長の練り上げた計画をほとんどそ

っくりまとめて翌年の2010年の、平成22年３月にこのような基準年次を

2010年として10年後の再来年の2020年を目標年次に定めて現在に至って

いるわけでございます。そこで次の件について４点についてお伺いした

いと思います。 

    １点は、大郷町都市計画マスタープランについて、再びそのかじを取

る立場になった田中町政は、今後この計画を、残された期間２年でござ

いますが、この間にどのように進めていく考えなのか、改めてお聞きし
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たいと思います。 

    ２番目、乱開発を防止するため、都市計画法の制定を求める声が先日

の議会報告会でも出されておりますが、執行部の今後の考え方について

確認しておきたいと思います。 

    ３番目、前町政赤間町政ですが、長崎地区と中村地区にまたぐ地域を

埋め立てて新たなまちづくり構想を検討された経過があります。このこ

とに対する田中町政の考え方についてお伺いするものであります。 

    ４番目、既にその前段とも思えるような、私の勝手でございますが、

農地の客土が進められている箇所が県道大和・松島線の、いわゆる中村

でございますが、沿道にあるようですが、工事計画の概要についてお伺

いしたいと思います。 

    大綱２番目、「町民第一主義」、これをスローガンのまちづくりについ

て町長の所見をお伺いしたいと思います。 

    新年度、30年度に入りまして、「町民第一主義」のスローガンが庁舎内

の至るところに張り出されておりまして、町長の公約実現の意気込みが

ひしひしと私は感じております。しかし、私はじめ、多くの戦後生まれ

の我々世代からすれば民主主義というのは、いわゆる住民、町民第一主

義、これが憲政を敷かれておりまして、当然のことと感じます。それは

あまりにも強調することにより、これまでの町政が町民第一主義、その

前の田中町政も含めてですが、町民第一主義から大きく逸脱していた町

だという暗い印象を本町の内外に示すことになるのではと考えます。特

に本町に来庁された方が「なんだろう、このスローガンは」という思い

もあるいは抱くかもしれません。 

    そこで次の２点についてお聞きしたいと思います。 

    １点目、これまでの８年間の前赤間町政で、いわゆる町民第一主義か

ら逸脱していたと田中町政が捉えている、その主なものは何かをまず伺

いたいと思います。 

    ２番目に現田中町政の任期中にその問題について、どのように改善、

改革していく考えなのか、お伺いしたいと思います。よろしくお願いし

ます。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） ただいまの大郷町都市計画マスタープラン、今後の展開

についてということで４項目いただきました。 

    まず１つ目でございますけれども、大郷町都市計画マスタープランは、

全体構想と大谷東部地区、大谷西部地区、粕川、大松沢地区の地区別構
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想で構成し、地区懇談会や住民意向調査等で町民の意向を聞きながら目

指す都市像、土地利用及び都市施設整備の方針をまとめたものでござい

ます。 

    現在のマスタープランは、平成10年を基準年次（「2010年です」の声あ

り）2010年、ごめんなさい。プランは2010年を基準年次、2020年次を目

標年次としております。この間、社会情勢の変化や急速に進む少子高齢

化、東日本大震災の復興事業により土砂採取場、小・大規模の太陽光発

電施設の増加など、本町を取り巻く環境が変化をしている部分もござい

ますので、この状況を踏まえつつ目標年次まで現マスタープランに基づ

きまちづくりを進めていきたいと考えてございます。 

    なお、目標年次である2020年までには現マスタープランを検証し、ま

ちづくりの現状と課題を踏まえ、新たなマスタープランを策定したいと

考えております。 

    （２）については、土地利用コントロールの手法として都市計画法に

基づく地域区分用途指定後の指定は大郷都市計画マスタープランの中で

も中長期の課題としているところでございます。人口集積や都市化の見

込みがない状況の中で、乱開発を防止する目的だけでの指定は難しい状

況にございます。用途指定等を進めるためには、まず都市計画区域に区

域区分として都市計画区域を指定する必要がありますが、既に都市化を

形成している区域、またはおおむね10年以内に優先、かつ計画的に都市

化を図る区域でなければ指定が困難な状況でございまして、近隣市町村

が宮城県都市計画の中で仙塩広域都市計画区域として指定されておりま

すが、本町は大郷町都市計画区域として別計画となっているのが現状で

ございます。ある程度の大きな開発計画などを契機に本町の現状と将来

像をしっかり見定め、許可権者である宮城県とも十分協議しながら進め

ていく必要がございます。今後このような考えに立ってございますので、

今ここで指定できるというものではございません。 

    （３）につきましては、町道山中・希望の丘線沿線の市街地形成につ

いての御質問だと思われますが、本線につきましては、事業を凍結した

ところでございます。市街地形成については、今後民間活力等に新たな

発想で慎重に対応してまいりたい、政策の効果が明確に定義されること

が求められるものと考えてございますので、今の段階ではその考えはな

いということであります。 

    （４）の工事計画の概要についてお答えします。当該農地については、

現在変更届出書及び一時転用申請書の提出がなされ、平成29年12月農業
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委員会総会で承認されているものでございます。現在変更届出の理由は、

土盛りをし農作業の効率化を図り、農作物育成を促進することが目的と

いうことでございますので、工事概要は、地目は田んぼ、面積は１万2,689平

方メートル、盛り土の高さは５メートル、土量６万立方メートルである

と工事完了後は水稲作付する計画であるということでございます。 

    次に、一時転用申請の理由は先ほど説明いたしました盛り土するため

の土地の搬入路を確保することが目的になります。工事の概要は、地目

は田んぼであります。面積は4,754平方メートル、工事完了後は農地に

復元する計画であるという申請であります。 

    次に、「町民第一主義」のスローガンについてでございますが、「町民

第一主義」のスローガンのまちづくりについての質問にお答えしたいと

思います。 

    まず、この「町民第一主義」という私のスローガンは、私の政治信条

であります。「町民第一」というスローガンを役場庁舎内に張り出した

ものは、まさに町職員とともに町民が寄り添い、一丸となって町民の幸

せを実現するための一つの目標を定めたものでございまして、我々今役

場では町民と一緒にまちづくりを進めていこうという意思表示でござい

ます。前町長の主義は私はわかりませんので、私のこのスローガンと比

較することは私は難しいものだなとそんな感じをして議員の質問を伺っ

ておりました。 

    次に、平成30年度の施政方針では、「町民第一主義」のもと、「少年に

は夢を、青年には希望を、壮年には活力を、老年には生きがいを抱ける

町の創造」実践に取り組むため、５つの重点施策を掲げてございます。

その中で前赤間町長のもとで進められていた多額の事業費を伴う計画の

再検証を行い、町道山中・希望の丘線及び新川内工業団地造成などの事

業凍結を決断したところでございます。 

    その決断した事業費などの財源も多少活用しながら、役場の見える化

を推進する施策や大郷町の魅力ある全国に発信する施策や子育て支援を

充実させる施策や若い世代の定住化を図る施策などとして発展的な高齢

者対策など各種事業を実施してまいりたいと考えているところでござい

ます。 

    以上、千葉議員の御質問に対し雑駁でございますが、答弁とさせてい

ただきたいと思います。以上です。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） それでは、再質問させてもらいます。 
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    まず、この大綱１番目の１につきまして、町長は残された期間、この

現マスタープランを継承し、これに基づきまちづくりを進めていくとい

うことでございますが、確かにその１年後ですか、2011年に住民に具体

的に出されまして、その次の年に東日本大震災がありまして、大変な状

況が生じた中でマスタープランそのものの実践についてもなかなか進み

にくい環境もあったと思うんですが、ただその中にあって、残された２

年の中でこれぐらいのすばらしい内容のものについて、町長が、田中町

政がかじを取ることになった段階で、優先的にこれだけは２年間でやっ

ていくんだよというのをぜひ出してもらいたいなと思うんですが、いか

がですか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） この大きな枠組みの中のただいま申し上げてきた中身に

ついての作業は恐らく今の状況ではなかなかいかないであろうと、進め

られないだろうというふうに思います。その中にあっても特に中心市街

地形成を、あの道の駅を確認して、あの周辺、道の駅との整合性を図る

ぐらいの仕事しか私はできないのではないかというふうに思います。そ

ういう中にあっても本町がこれから新たな民間の活力を導入する機会が

出てまいりましたら、大きくかじを取らなければならないこともあろう

かと思いますけれども、今の段階ではこのような都市計画に基づくよう

な大きな考え方の状況はないというふうに思われますので、まず何より

も今計画しているあの道の駅がことしの10月にリニューアルオープンし

て、その結果を出さなければなりません。そのための民間の力をかりる

内容に、よそに発信をしていかなければというふうに思います。このよ

うな大きな計画に手をつけるようなことは多分この２年間でないという

ふうに思われますので、その後のまちづくりにつながるような準備はこ

の中でもやらなければなりませんので、方向を見定めて、方向音痴にな

らないようにしっかり計画を立案させていかなければならないというふ

うに思いますので、くどいようでありますが、今の段階ではこのような

事業には多分手をつけるということは無理だというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） カムバックして半年を過ぎたわけですが、残された３年

半の中でこれを詰めていく、ましてや３年半ではなく2020年が目標年次

ということで厳しいものがあろうと思いますが、この中でも特に私町民

が安全に暮らせるための防災対策、この辺についてはわずか２年間の間

にも優先的に取り組む必要があるのではないかと思うんですが、その辺
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などについてはぜひ検討を深められて対応をお願いしたいと思うんです

が、所見をお伺いしたいと思います。 

    あわせて前町長が放射光施設の誘致ということで、かなりの面積を確

保している状況があるわけですが、当時の町長の答弁を聞きますと、今

後の活用について議会側に「県との協議の中で県の企業誘致に活用する」

ということも話しておりますが、あの施設についての活用も含めてどの

ように考えておられますか。２点についてまず。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 私も全くその事業の本質的なものも理解しておりません

し、今後どのような活用が適地適業種おありなのかもこれからの私の努

力もさることながら本町にそのような話がこれから来るか来ないかもわ

かりませんが、まずあの一帯、縁を含めてまさに本町の都市と農村の共

生できるまちづくりの癒しの里と申し上げても過言ではない、そういう

ロケーションにございます。そういうことからしますと、今後どういう

事業があの地域に理想としてあるのかを今後調査したり、広く皆さんの

意見を聞いてまいりたいというふうに思います。 

議長（石川良彦君） いいの、今の答えで。（「次に聞くから」の声あり） 

    町長、要するに町民安心して暮らせるまちづくりの事業にかかわるこ

と。 

町長（田中 学君） 防災計画につきましては、ただいま大分本町の特に東成

田、川内地区では震災後かなり急ピッチで山砂採取の現場がございます。

完成して既に完成検査を受けているもの、二、三あるようでありますが、

あとは今の段階では工事途中で停止している現場が大分見受けられます。

このままではちょっと問題があるのではないかというふうに思うので、

もう一遍許可の年度などもチェックして、おくれている事業については

今後どう進めていくのかなども検討しながら住民の防災に対する意識を

高めてまいりたいと思います。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） このマスタープランについて、特に私も魅力だと評価し

ているのは、９ページに「豊かな自然の保全と活用」ということで、こ

れは今回いわゆる道の駅の改修、リニューアルで人を寄せるということ

の中で、この豊かな自然の保全活用、これもすごくマッチするような流

れになるのかなと思うんですが、必ずしもこれ残った分２年後ですね、

全て一気にやれというのではなく、そういうのも現に大郷が持っている

すばらしさについてはこのマスタープランの計画実践の一環として私は
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対応できるのではないかと思うんです。そういう点でやれるもの、ある

いは現に４年間でまだ改選するわけで、いつどうなるかわからないので、

そういう点では田中町政としてやれるものからマスタープランに合わせ

てぜひ実践を期待したいと、これ、計画つくってまた変わっていくよう

なことがあったのでは困りますし、そういう点で責任ある仕事をこの２

年間に残されたものについてもやれるものから手をつけてほしいという

のが町民の声ではないかと思うんですが、もう一度このことについて答

弁願います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 相手があるわけでございまして、こっちのペースだけで

はなかなか進められないということになろうかと思います。その辺など

も考慮した形で相手方にも本町の考えを理解できるような説明を申し上

げながら進める以外ないというふうに思いますので、御理解をいただき

たいと思います。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 相手ということはお茶屋さんのことですね。（「お茶屋ば

かりでなく」の声あり）全体のですか。はいわかりました。わかったと

いうか、まずそういうことも頭に入れて進めてほしいと思います。 

    次に、乱開発を防止するための都市計画法について今答弁あったもの

ですが、このことについて28年の６月議会で佐藤議員の質問に対して赤

間前町長は「土取り場土地は県が企業用地として確保ししている」とい

う答弁しているんですよ。ですから、その辺については世代がかわって

も、世間が変わってもこういうものは引き継いで、検討もこの辺の答弁

に対する裏づけなどもとりながら、企業誘致がいいかどうかは別にして

もとにかく今乱開発されたままの状態でいずれそれを自然に返して戻す

というようなことでありますが、事業が完了したという報告がなされな

い限りずるずるずるずるとあのままで放置されるおそれもあるわけです。

そういう点では最終的に開発許可を許した県のほうに今後の使い方につ

いて詰める作業があると思うんですが、その辺についてぜひお願いした

いんですが答弁もらいます。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 全く議員のおっしゃるとおりであって、私ども最終的に

は県の許認可でございますので、県のほうにその用途についてももう一

遍確認することが必要だと思いますので、あとは事業の進捗状況も把握

しなければならないなというふうに思いますので、途中で投げられて誰
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の責任かわからないような状況になっては困るということも県のほうに

申し上げてまいりたいというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 特に東成田とか、川内の土取り場跡地、やっぱり小まめ

に改めて調査していただきまして、ぜひあのままで終わることのないよ

うに今答弁いただきましたが、その辺の密な対応をこの任期中に方向づ

けを示していただきたいと思います。もう一度このことについて。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） そのように行政としても襟を正してまいりたいと思いま

す。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） あす高橋議員もこの乱開発防止するための質問するよう

ですが、私は町独自に何らかの形で条例等を定めて対応する時期に来て

いると、これまで検討するという約束多かったんですが、検討する時期

からそろそろ決断して、それを実施させるような町の姿勢が求められる、

そういう段階に入っているのではないかと思うんですが、町長としてあ

のような開発の状況、どのように認識されておりますか。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 今の段階ではあれを差しとめるという我々には何ら持っ

ているものはないということで、大変ジレンマを感じているところであ

りますが、いずれにしてもあまりにもひどい現場においては、指導なり、

それなりの権限で物を申し上げるという努力はしていかなければならな

いというふうに思います。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 次に、前町政が長崎地区と中村地区にまたぐ地域を埋め

立て新たなまちづくりの構想を検討するということで、かなりの区画組

合つくる、区画整理組合ですか、そういうものなり答弁されまして、か

なりの構想がありましたが、ただ前段として確かに答弁にあったとおり、

希望の丘と山中団地にある山中・希望の丘線ですか、これの構想後に道

路をつくった後につくるという話でしたが、今回答弁ではもうそれは凍

結したからということで、考えないというよりも若干気持ちがまだ残っ

ているような答弁なるんですが、「町道山中・希望の丘線は事業凍結と

した。市街地形成等については、今後も民間活力等により新たな発想で

慎重に対応していきたい」ということは、今後民間活力等による発想で

慎重に対応した結果、それがまたあり得るということにも理解していい
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んですか。これは田中町政の段階ではその凍結を解かないということで

約束してもらっていいんですか。どうなんですか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 町道山中・希望の丘沿線、あそこに道路をつくるという、

その考え方については、全く私の政治手法と違っておりますので、町で

道路をつくるという考えはないと、ただ、あの区域、市街化地域に今後

指定を受けて土地区画整理組合でも地権者の皆さんが立ち上げて住宅開

発などを進めるということであれば町も全面的に支援をしてまいりたい

と、こういう考えであります。そういう事業の中に道路も必要になって

くるし、いろんな計画が求められる内容になってくるということであり

ますので、今あの地域には我々行政としての手をつけるという考えは持

っていないと、こういうことであります。民間でやるということであれ

ばそれを支援はしてまいりたいと、こういうことであります。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 若干確認したいんですが、町では、行政としては道路を

つくることも、あるいは土盛りをして工場を誘致する考えもないが、た

だ、区画整理組合などが立ち上がりまして、その方々の要請の中で市街

化地域に指定されて、みずからやるということになれば、それは応援す

ると、応援するし、また当然その必要に応じた道路も、凍結というとあ

れなんですが、そういう必要な道路もそれは民間でやるならば協力する

ということで理解していいんですか。町はもう民間任せだということで

理解していいんですか。（「そういうことでなくて、行政は行政の」の声

あり） 

議長（石川良彦君） ちょっと、一問一答ですから１つずつ確認してください。

町長。 

町長（田中 学君） 民間任せということでなくて、行政は行政の立場でその

問題に対する助言も必要だと、こういうことです。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） そういう今の答弁をお聞きした限りでは、あの地域はい

わゆる状況によっては市街化地域にもなる可能性は十分にあるという、

秘めている場所だということで理解していいんですね。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 以前、鈴木町長時代の話をしますと笑い話になってしま

うんですが、当時鈴木町長は、相当あの区域、約30ヘクタール市街化区

域を形成して土地区画整理事業をやりたいということで議会にも提案さ
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れ、我々もそれに賛同したと、賛成を私などは唱えた一人でございます

けれども、こんな申し上げ方して大変恐縮でありますが、１人賛成が足

りなくて、その事業が断念したと、こういうことの歴史的にあるわけで、

そのときにあの辺に今埋め立て事業をやっている     などはあま

り乗り気でなかったなと、そんな思いをしているわけでありますが、今    

個人的にあそこ埋め立て工事をやっている以前にあのバイパ

スをまたいで南側のほう、自分の自宅のほうも土盛り工事をやった、そ

ういう過去にございまして、今回もそのような手法で土盛り工事をやっ

ているようでありますが、申請の内容からすれば農地を復元するんだと

いうことでありますから農地にするんでしょう。あそこが土盛り工事が

終わればある意味では多目的な土地利用ができる大変優良な場所である

ということから、もしかしたら将来の事業計画でも持っているのではな

いかというふうに思いますが、いかがでしょう。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 今のもしかしたらの答弁はね、あまりそれはうまくない

ですね。町長として、だろうで答弁ではやっぱりちょっとそれは慎重に

対応してもらい、私質問しますから、それに対して答えてください。 

    そういうことで、あの長崎・中村地区にまたぐ地域を埋めるというこ

との構想については、そうすると民間が利益追求、民間でございますが、

そういう方々が加入すれば、力を入れれば町でも何らかの間接的な支援

も考えていくということで理解をしながら次に進みたいと思います。 

    今、町長からも話ありましたが、４番目にその前段とも思えるような

農地の客土がなされております。この中で、私ちょっと疑問だなと思っ

たのは、農地の現状変更届出済標ということで、小さいんですね、張ら

れているわけですが、このことについてちょっと確認したいんですが、

これは公的機関が30年の２月１日から31年の１月31日ということで、１

年間にわたった工期になっているわけですが、普通この町の共通基準に

おいても６カ月間以内に工事が完了することということになっているん

ですが、この辺について何か、当初から１年としていると、途中で変更

するのではなく当初から１年という期間を設けているわけですが、どう

いう理由だったんですか。これは。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。農業委員会事務局長。 

農業委員会事務局長（伊藤長治君） お答えします。 

    受け付けの段階で土量とかの関係もありまして、期間については中途

に終わらせることなく１年ぐらいが必要であろうということの申請があ
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りまして、それを受領しまして承認をしたところでございます。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） そうしますと、ここではあくまで共通の基準であって、

個別基準ですか、であって、状況によっては１年あるいは２年も、そう

いう期間については特別おおむね６カ月以内となっておるが、状況によ

っては期間についての定めがないに等しいのではないかと思うんですが、

そう理解していいんですね。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。農業委員会事務局長。 

農業委員会事務局長（伊藤長治君） お答えします。 

    状況状況によって個別に判断はしておりますけれども、今議員のほう

で御質問いただいたとおり、基本的には６カ月、それを超える場合には

再度延長をかけているという状況でございます。それは工期が６カ月以

内に終わるといったことを前提にしての話でございまして、今回につき

ましては、土量等、あるいは土の確保も含めて１年ぐらいということの

申請があったものですから、それを受領しまして承認したといった経緯

でございます。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） そういうことを聞いているんでないんです。 

    いわゆるそういう状況があって、１年が１年半ぐらいかかるというこ

とが出た場合には、それに対応するということで理解していいんですね

ということ。 

議長（石川良彦君） 農業委員会事務局長。 

農業委員会事務局長（伊藤長治君） お答えします。 

    個別に判断をさせていただきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 個別の判断ということは可能性もあると理解しました。

ないという否定はしていないわけですね。わかりました。 

    それから、工事やっている場合に苦情が来ています。いわゆる車の出

入り、普通こんな小さな、言われて入ってみてわかるようなものではな

く、普通あれぐらいのダンプが１日に何十台も出入りする場合にせめて

今どういう農地の現状変更届であろうともですよ。工事中というところ

が大きな看板を、そういう表示するべきではないかと私思うんですが、

これはたしか指導しなくてもいいからこうしているんでしょうが、しか

し、この共通基準の中では保安距離ということ、あるいは雨水対策防災

対策云々ということで、車両などについてのいろんな基準も定めている
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わけですが、あれで私かなり問題あると思うんですが、何か町としてど

ういう指導したんですか。指導すべきだと思うんですが、問題ないんで

すか。 

議長（石川良彦君） 農業委員会事務局長。 

農業委員会事務局長（伊藤長治君） お答えします。 

    今、議員のほうから御指摘があったとおり、防災上の観点、あと道路

の往来、道路の汚れ等の関係がありまして、農業委員のほうで９名参り

まして、現場での指導とかを実施してございます。あわせまして県道に

附帯するものですから県からの指導もあったように伺ってございます。

以上でございます。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 表示についてあのままでいいのかと聞いているんです。 

議長（石川良彦君） 農業委員会事務局長。 

農業委員会事務局長（伊藤長治君） お答えします。 

    特段、表示までは定めておりませんけれども、必要な指導については

先ほど申し上げたとおり、県の土木のほうから指導を受けたといった認

識でございます。 

議長（石川良彦君） 表示はしなくたっていいってこと。してもしなくても問

題ないということ。（「問題ないからしないんだべ」の声あり）そこ聞い

ているんだよ。 

農業委員会事務局長（伊藤長治君） お答えします。 

    特段の定めは設けてございません。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） ただ県のほうから指導を受けたというのは道路汚したこ

とに対する指導だけできれいにしろという、それだけで車の出入り、あ

るいは県道として交通障害を起こすようなことに対する指導などはなか

ったんですか。私、それも大事な農業委員会として気づいて指導しなく

てはならない大きな役割だと思うんですね。どうなんですか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。地域整備課長。 

地域整備課長（三浦 光君） お答えいたします。 

    県のほうに対しては、地域整備課のほうからこういった案件がござい

まして、乗り入れの関係は県のほうで許可していますので、今現状がこ

ういうのだというのをお話させていただきました。県のほうは業者のほ

うを呼びまして、まず当初は誘導員とかいなかったので、誘導員をつけ

てくださいと、県道での通行が滞留しないようにそのような対応をして
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くださいというようなことで県のほうで指導をしております。また、歩

道等につきましても鉄板を敷く等の県のほうで指導をしておりまして、

先ほど看板等については農業委員会の局長のほうから説明があったと思

いますが、看板については、指導等は特になかったと思います。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 私ね、農業委員会の許認可で粛々とこれやるのは個人の

そういう認められている土地なのであえて何も申さないんですが、ただ、

そこを通行する方への影響なり、あるいは災害等によって土砂が流れて

いった場合の対策とか、そういうものについてはやはり別な方々に影響

するようなことはあってはならないので、それを私はあえて今回質問さ

せてもらったんですがね。大雨の日にちょっとあそこ、までいに見たん

ですが、すごいんですよ。土の流れなり、水の流れ、何も対策されてい

ないんですね。そういう状況の中でせめてあの朝に農業委員会か誰か事

務局あたりか来ているのかなと思ってみたんですが、７時から８時ごろ

でしたか、誰も来ないし、もちろんそういう気持ちなかったのか、やは

り施工基準に定めているような対策はちゃんと守ってもらって今後二度

と、二度というか、こういう繰り返しの起こらないような対策を強く要

求したいんですが、一つ町長の責任の中で指導を深めてほしいんですが

どうですか。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 役場内でももう少しこの件については私もある意味では

知っておかなければならない部分があるようですから、農業委員会に問

題提起をしたいと思います。一般の皆さんに御迷惑をかけないような内

容になるように指導してまいりたいと思います。 

議長（石川良彦君） ここで、10分間休憩といたします。 

午 後  ３時２４分  休 憩 

午 後  ３時３４分  開 議 

議長（石川良彦君） それでは、休憩前に引き続き一般質問を続けます。 

    千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 残された時間で町民第一ですね。このすばらしい決意を

含めた中での若干疑問を確認していきたいと思います。 

    私は、議会制民主主義というのを改めて恥ずかしいんですが調べてみ

ました。これは主権を持った国民から選ばれた代表者から構成される議

会を中心に行われる民主政治であって、一方、対立というか、それに関

して間接民主主義というのが、これはいわゆる有権者全員参加の直接民
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主主義ということがあるわけですが、そういう中で今回町長は町民第一

主義ということで全てにおいて今訴えられております。特に公約の実現

だということで、確かに公約の内容を熟慮してみるとそういうところに

行き当たるのかなと思うんですが、ただ、例えば今回、きょうの新聞に

載っているということですが、私インターネットで調べました。５月21日

の第１回町民会議、あれに５人ということだったんですが、新聞記者も

含めて５人で多分４人ではないかというのが多くの意見でございました

が、町長はいわゆる直接民主主義という形での町民会議、このことにつ

いてどのように議会側とのすり合わせの中で考えていくのか、その辺を

お聞きしておきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 答弁願います。町長。 

町長（田中 学君） 町民会議の相手は町民です。皆さんは議員として議決権

と監視権、大変強いものがございます。我々ございませんから、そうい

うことからすれば町民が好む物、好まない物、町民が欲しい物、欲しく

ない物、町民と一緒になって我々はこの町の未来に何をしなければなら

ないのかということを町民とお話することは何ら拒むものはないのでは

ないかというふうに思います。議員の皆さんは、議決権、提案されたも

のを決めるという、その大きな役割を持っています。その決めるときに

町民に対して、町に対して本当にふさわしいのか、それをチェックする、

その会議場が議会だというふうに私は理解をしているところであります。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 議決権だけが果たして議員なのかと、議員に与えられた

権限、改めて27年の８月30日に執行されましたこの町議会議員選挙、

7,153名の有権者があります。この中で14名が当選されましたが、単純

に見た場合には１人当たり510名の声を代弁している立場になります。

一方、投票率の76.76％掛けますと5,491名で投票に参加された方々を単

純に14名の議員で割っても392名の代弁者になります。そういう点では

今町長は、議決権は議会に与えられた権限だということで、それはもち

ろんありますが、そのためにも例えば過般行われました高崎団地の坪当

たりの価格設定するにしてもかんかんがくがく、いろいろ議論したと、

それは一議員というよりも一議員が510名なり、あるいは投票者の392名

の代表としての声であって、その裏にはそれぐらいの数字を抱えている

と、そういう認識の中で執行部も聞かなくてはならないのではないかと

私は思うんですが、このことの私の今の発言について、どのように御理

解されますか。 
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議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 提案するのは執行者です。私が提案する。提案されたも

のを皆さんがこのまちにとって、町民にとって、これは必要でないとか、

このようにしたらどうだとか、そういう助言をしたり、最終的にこの提

案されたものをやるかやらないかという決め方に皆さんの権限がここに

ございますと、ないところで私一人で提案してやりましたというわけに

はいきません。これが議会制民主主義のルールであります。そのルール

に沿って私はその提案するものをつくるために町民の声を聞く、これが

私は開かれたまちづくりの手法であると、これが田中の政治手法なんで

す。信条なんです。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） それが町民第一主義という考えのもとの一つの政策の実

現ということで町民（「９番議員、私語は慎んでください」の声あり）

町民と話をするという姿勢だと思うんですが、私思うのにはそれはそれ

でいいんです。広く意見を聞くと、広く意見を聞きながらも、最終的に

は議会がそれらの意見も含めて議会が決めていくんだと、そうした場合

に町民会議で出た意見、今回インターネットでは具体的に例えば公共交

通に関する年代別の実情や人数を把握すると、あるいは共助による乗り

合いタクシーの検討を進めると、いろいろな意見が出ているわけですが、

この意見についてどのように今後それを議会に提案して対応してみて、

いわゆる一つの町民会議に出されました、それをどのように進めていく

か、どのようにそれを議会側と今後進めていくのか、例えばですよ、そ

の辺のいわゆる流れについて、考え方をお聞きしておきたいと思います。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 議会に提案する場合、全員協議会に御相談申し上げる。

それが普通の今までのやり方、それを変えようとは全然思っていない。

町民の意見が本当に切なる思いを我々が受けて、それを政治に反映させ

なければならないということで議会に提案するわけですから、その場合

にその段階で、全協でがんがんやればいいわけですよ。今回はまたそこ

まで出すまでの理解が得られないとか、ちょっとそれはこのほうがいい

んじゃないのかとかいうことで、町民の意思が議会に理解されるように

私は説明をしなければなりません。提案もそういうふうにしなければな

りません。その中で今後町民の意見が必ずしも正しいということでもな

いかもしれません。よくその辺に出た、提案されたみんなの意見、そう

いうものを再検討しながら、またチェックしていかなければならないし、
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また政策審議会もございます。もっと一段上げてそこでも議論していか

なければならないような本町の大事な政策も出てくると思います。今後

そういう形で議会と我々が、町民が対立するものも何でもございません。

町民が本当に日常の生活で感じているものを我々に伝えてもらって、そ

れをまとめると、そして町政に出すと、こういうことです。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 残り少なくなったから。 

    要はね、町長。今回４人だと、参加者、４人もいいんです。すばらし

い私４人の声が内容的にすばらしい内容出ているのは、これはいいんで

すが、先ほど冒頭に申し上げましたとおり、１人の議員で500人の代弁

者になったり、やっているわけ。そうすると、１人の議員が例えばここ

で町民会議の例を出せば１人で１件出したとしても何百人の声がそこに

は出ているよと、そういうことも考えながら議員の声も真摯に受けとめ

てほしいということ、今もそうですが、今後ともそのことについては強

く要求したいところでございますが、町長お願いします。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 私は常に議会を尊重し、何だい。議会の皆さんと議論し

ながら進めていこうというスタイルですから、ただ黙っていて解決する

ということはない、問題は解決しなければなりません。解決するために

は議論もしなければならない。だから私はやっているのであって、決し

て議会と対立するために、私を擁護するためにその町民会議を開いてい

るわけでもございません。全くそういうことは考えなくて私はよろしい

のではないかと思います。 

議長（石川良彦君） 千葉勇治議員。 

12番（千葉勇治君） 今回、私できょうは４人目の一般質問ですが、大分一般

質問の中でも具体的な町に対する対策が出ました。これも裏を返せば何

百人の代弁者の一人の声です。町民会議の意見も大事です。それもばん

ばん尊重しながら、一方で議会から出てくる声も十二分に生かしながら、

その実現に向かってほしいと思うんですが、もう一度答弁をお願いしま

す。 

議長（石川良彦君） 町長。 

町長（田中 学君） 全く私はそのとおりで進めてまいりたいと思います。 

12番（千葉勇治君） では、その辺の約束を強く心にして質問を終わりたいと

思います。ありがとうございました。 

議長（石川良彦君） 以上で、本日予定された一般質問を終わります。 
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  日程第７ 陳情第６号 日本政府へ「核兵器禁止条約の批准を求める意見 

             書」提出に関する陳情書 

議長（石川良彦君） 次に、日程第７、陳情第６号 日本政府へ「核兵器禁止

条約の批准を求める意見書」提出に関する陳情書を議題といたします。 

    ここで総務産業常任委員会に付託されました陳情第６号について、委

員長より審査結果の報告を求めます。総務産業常任委員長佐藤千加雄議

員。 

総務産業常任委員長（佐藤千加雄君） 報告いたします。 

                          平成 30 年６月５日 

    大郷町議会議長  石 川 良 彦 殿 

               総務産業常任委員会 

                   委員長  佐 藤 千 加 雄 

              陳情審査報告書 

    本委員会に付託された事件は、審査の結果、次のとおり決定したので、

会議規則第87条第１項及び第88条の規定により報告します。 

                記 

    受 理 番 号  陳情第６号 

    付託年月日  平成 29 年 12 月５日 

    件   名  日本政府へ「核兵器禁止条約の批准を求める意見書」

提出に関する陳情書。 

    審 査 結 果  採択すべきものと決定。 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 以上で、審査結果の報告を終わります。 

    これより質疑に入ります。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） ないようですので、これをもって質疑を終わります。 

    これより討論に入ります。ございませんか。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） 討論省略の御発言がありますので、これをもって討論を

終わります。 

    これより、陳情第６号 日本政府へ「核兵器禁止条約の批准を求める

意見書」提出に関する陳情書を採決いたします。 

    この採決は起立により行います。 

    お諮りいたします。本案は委員長の報告のとおり採択とすることに賛
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成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

議長（石川良彦君） 起立多数であります。したがって、本案は委員長の報告

のとおり採択とすることに決定いたしました。 

  日程第８ 委発第２号 核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書（案） 

議長（石川良彦君） 日程第８、委発第２号 核兵器禁止条約の署名・批准を

求める意見書（案）を議題といたします。 

    提出者から提案理由の説明を求めます。総務産業常任委員長佐藤千加

雄議員。 

総務産業常任委員長（佐藤千加雄君） 説明いたします。 

    委発第２号。 

                       平成 30 年６月５日 

    大郷町議会議長  石 川 良 彦 殿 

                  提出者 

               総務産業常任委員会 

                   委員長  佐 藤 千加雄 

               賛成者 同委員  赤 間 茂 幸 

                   同委員  大 友 三 男 

                   同委員  石 川 壽 和 

                   同委員  高 橋 重 信 

                   同委員  高 橋 壽 一 

                   同委員  石 川 秀 雄 

核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書（案） 

    上記の議案を、地方自治法第109条第７項及び会議規則第13条第２項の

規定により別紙のとおり提出します。 

核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書（案） 

    人類史上初めて核兵器を違法化する核兵器禁止条約が国連で７月７日、

加盟国の３分の２（122カ国）の賛成で採択された。また、９月20日に

国連本部で始まった核兵器禁止条約に署名した国は50カ国に達し、実現

に向け大きく前進した。 

    核兵器禁止条約は、その前文に「ヒバクシャの苦難を心に留める」と

盛り込み、加盟国に核兵器の開発、保有、実験、使用だけでなく、核兵

器による威嚇行為も禁じている画期的なもので、核保有国が条約に参加

する道もつくられている。2017年のノーベル平和賞は、「核兵器禁止条
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約」の採択に貢献した国際ＮＧＯ「核兵器廃絶国際キャンペーン」（Ｉ

ＣＡＮ）が受賞した。この受賞は、核保有国とその傘に入る国を動かす

大きな原動力になる。 

    速やかな核兵器廃絶を願い、核兵器使用を禁止する条約を結ぶことを

全ての国に求める「ヒバクシャ国際署名」には、日本では宮城県村井知

事を含む875市町村の首長が賛同し、署名している。また、世界の7,453都

市が加盟する平和首長会議も核兵器禁止条約の締結を求め取り組みを進

めている。安全保障上、核兵器が必要だと言い続ける限り、核の脅威は

なくならない。 

    政府には、核兵器のない世界を目指してリーダーシップをとり、核兵

器を持つ国々と持たない国々の橋渡し役を務めると自ら明言したとおり

の行動が求められる。 

    よって、国に以下の事項を実施するよう強く要望する。 

記 

    １、日本は唯一の戦争被爆国として、核兵器禁止条約を一日も早く署

名・批准すること。 

    地方自治体法第99条の規定により意見書を提出する。 

    平成30年 月 日 

               宮城県大郷町議会 

    衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、外務大臣、防衛大臣あて 

    以上です。 

議長（石川良彦君） 以上で提案理由の説明を終わります。 

    これより質疑に入ります。ございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） ないようですので、これをもって質疑を終わります。 

    これより討論に入ります。ございませんか。 

〔「省略」と呼ぶ者あり〕 

議長（石川良彦君） 討論省略の御発言がありますので、これをもって討論を

終わります。 

    これより、委発第２号 核兵器禁止条約の署名・批准を求める意見書

（案）を採決いたします。 

    この採決は起立により行います。 

    お諮りします。 

    本案は原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 
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議長（石川良彦君） 起立多数であります。したがって、本案は原案のとおり

可決されました。 

議長（石川良彦君） 以上で、本日の議事日程は全部終了いたしました。 

    本日はこれにて散会といたします。 

    御苦労さまでした。 

           午 後  ３時５１分  散 会 

    上記の会議の経過は、事務局長 遠藤龍太郎の記載したものであるが、

その内容に相違ないことを証するため、ここに署名する。 

議  長 

署名議員 

署名議員 


